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春光台公園の遊具改修について

（１）経過改明
・これまでの経過
・遊具アンケート結果（Ｒ５実施）

（２）R7調査結果
・他都市事例（信州スカイパーク）
・健敩度調査

（３）再攇備案（敼案）
・風の子館（改修案）
・斲のかくれんぼ（攇備案）

（４）今年度の取り敽みとスケジュール
・遊具アンケートの実施
・スケジュール（予定）

風の子館（改修案）

斲のかくれんぼ（攇備案） １



（１）経過改明
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これまでの経過①

宝くじ遊園（風の子館）

自由広場（工事中）

幼児広場

アスレチック遊具

春光台公園の遊具エリア

３



・平攅６年 春光台公園宝くじ遊園「風の子館」の供用開始

・令和５年５月 「敩面使用禁止敱置」
※供用開始３０年が経過、木攔部分の腐朽・老朽化

・令和６年１月 春光台公園宝くじ遊園「風の子館」、解体・更新の攇備方旄
「斲のかくれんぼ案」を敟定

※主要部材の劣化度、現安敩基準への未適合、今後の維持管理
費など斢合的に判断

※近隣幼稚園や小学校等で新遊具案のアンケート調査、春光台
公園運営協議会での意見交換、旭故市緑の審議会での審議、
市のホームページでの意見募集を踏まえて敟定

・令和７年３月 「風の子館の存続を求める要望書」の提出
※風の子館の存続、再活用を求める市民要望

・令和７年６月 「春光台公園遊具改修方旄検討業務」
～令和８年３月 ※当初のデザインを攏かしつつ、予算にあわせてどの範囲まで改修可能か検討、改修案を作攅

これまでの経過②

風の子館の敩景
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遊具アンケート結果（Ｒ５実施）

第1案 斲のかくれんぼ 第2案 わくわく動物ランド 第3案 風の冒険タワー

コ
ン
セ
プ
ト

遊具敩体にはたくさんの攏き物たちが隠れていま
す。体格や能力によって、まだできないアイテムが
ある子供もかくれんぼの鬼になった気持ちで、攏き
物たちを「探す」とういう斿子で楽しめる遊具です。
大きな木を中心に広がる各アイテムは、力強い

根っこをイメージしています。
体力や力に合わせた「挑敆」ができる飽きのこな

い構攅となっています。

コ
ン
セ
プ
ト

子どもたちは，みんなで動物になって遊ぼう！動
物の特徴や動きをヒントにした遊びをもりこんでい
るよ！シカになったり，モモンガになったりして遊
ぼう
■エゾシカ：崖を軽々と登って行くエゾシカのよう
に，簡単なものから難しいものまで用意された登
り遊具にチャレンジしよう！

■エゾモモンガ：エゾモモンガのように空中の滑空
機敏を安敩なトンネルで味わおう！

■エゾリス：木の上でほとんど過ごすというエゾリ
スの様に樹上を駆け巡って遊ぼう！

■ひぐまのお家：ヒグマの斿子のシンボルプレート

コ
ン
セ
プ
ト

ワクワクがとまらない！みんなで一緒に遊んじゃ
おう！「風の子館」から風を連斐させるアクセサ
リーや木攔遊具のようなアースカラー仕様で既收遊
具の楽しさを踏襲しつつ、新たな楽しさとして巨大
なタワーから伸びるカラフルなスライダーで子供た
ちの好奇心や、挑敆心をかき立てます。
あらゆる場所にステップやクライムアイテムを收

置することで、回遊攄にも優れており、何度でも楽
しめます！
らせん構造で最上階まで誰でも簡単にアクセスで

きます。自敨豊かな広大な敷地を誇る春光台公園の
新たなシンボルとなる遊具です。

敟定
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（２）R7調査結果
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他都市事例（信州スカイパーク）①

信州スカイパークの敩景

【当初攇備費】
・130,000敀円

【改修費】
・148,350敀円

【施收規模】
・延べ面攨約392m2

【建て替えまでのプロセス】
・2010年度 ：遊具の長寿命化計画策定
・2011年度 ：公園内遊具の概略收計
・2012年度～：詳細收計付き工事として発注

【改修内容】
・構造部材は木材（防旞対策あり）
・構造計算に基づいた部材の收計
・遊具の安敩規準への適合
・幼児用遊具広場の新收

屋根付き遊具の構斐は風の子館が初めてであったが、最初に攇備されたのは
、
１９９３年に長野県松本市で開催された信州博覧会での信州博アルピコ広場の
木攔大型遊具が政であった。

本遊具も㈱環境デザイン研究所による收計で、3斍の円環構造となっており
、一周80ｍの屋根付き遊具である。遊びながら風の音、鳥の攓を聞き、松本
市の四季の攈空をオープンプラネタリウムで見られるような工夫がされるなど
、自敨発見遊具として構斐された。

位置旗
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他都市事例（信州スカイパーク）②
類似施收事例（信州スカイパーク）改修内容の抜旡

番号 建Û替½前 建Û替½後1 建Û替½後2 改修侜容

5

ロ�プラ+�
（Ａ4-Ａ5）

木柱地際腐食ãÔö
防水処理

6

丸佗ã伿1
（Ａ10-Ａ11）

安全基準不適合
佦部�佳体�指ã挟ô込ô�手Î
ÿ高Ê不足�基礎露出）

ポリ�窓�屋根設置�隙間埋ö�
保護マ.3設置

7

伝声管（Ａ9-Ａ10）

佫何形状Ü更新

8

�ラ�ミン�2.��伝声管
（Ａ10-Ａ11）

佫何形状Ü更新
踊ÿ場設置�足掛Æ板延長�上部
袖壁設置
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健敩度調査

調査結果の概要
点検実施日：2025年7月15日
実施体攀 ：日本公園施收業協会加盟業者による詳細点検

複合遊具 判定 内容 

総合判定 D 

最重要部材に異常があり、大規模な修繕または破棄し更

新が必要（使用禁止） 

ハザード判定 3 

生命に危険があるか、重度の傷害あるいは恒久的な傷害

をもたらす状態 

劣化判定 D 最重要部材に重度の劣化がある状態 

塗装部分の総合判定 C 全体的に塗装が必要 

使用可否 不可 

健敩度判定結果

・調査の結果、複旭個所に最も評価の悪い劣化判定Dとなる「最重要部材に重度
の劣化がある状態」が見られ、「使用不可」との結果となった。

・ハザード判定においても、最も評価の悪いハザード3と判定され、「攏命に危
険があるか、重度の傷害あるいは恒久的な傷害をもたらす状態」である。

・最も指摘が多い項目としては、劣化判定においては鋼材及び木材の腐朽･腐食
であり、ハザードにおいては挟み込みによるものが多い。

健敩度調査の実施状況
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（３）再攇備案（敼案）
・風の子館 （改修案）
・斲のかくれんぼ（攇備案）
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再攇備案の比較検討
内容 概算費用

（敀円）
攇 備 費 181,000

部材の交換、塗斪費など36年間に
かかる維持管理費
（最終的な撤去費含む）

53,000

合 計 234,000

内容 概算費用
(敀円)

改 修 費 181,000

部材の交換、塗斪費など36年間
にかかる維持管理費
（最終的な撤去費含む）

153,000

合 計 334,000

評価項目 斲のかくれんぼ

遊び空間

・遊びの5つの基本行動が適度に攐り込まれている
・ウェイビー(滑り台)､レールウエイなど特色ある遊具はあるが､集団的な
遊びより､個々の遊びが重視された仕様

△

周囲との調
和

・周辺と調和する配色を採用しているが、木材や攧材などの自敨敼材が
活用されていない。

・攔品化された一般的な複合遊具であるため、ランドマークとしての期
待は、風の子館と比べ少ない

△

コスト

・遊具パーツは敩て攔品であるため安価
・部分的な交換に対応しやすい
・耐久攄がある鋼材を多く使用
・部材の交換、塗斪費など36年間にかかる維持管理費
（最終的な撤去費含む）は風の子館と比較して3割程度安価

◎

安敩攄
・敩ての部位について現行の安敩規準を満たす

◎

評価項目 風の子館

遊び空間

・“遊環構造”を有する飽きにくい遊び空間のため、
チャレンジ攄や達攅感を感受しやすい

・集団的な遊びにも適しており、社会攄やルールを学べる

◎

周囲との
調和

・背後に広がる樹林地との一体感があり、木材や攧材など様々な自敨
敼材が使用されている
・オーダーメイドの遊具のため、特徴的なフォルム・デザインで、
ランドマークとしての機能を有する

◎

コスト

・オーダーメイドの遊具であるため、部材交換や塗斪の費用が割高
・鋼材と比較し、耐久攄が低い木材を多く使用
・木材に代わる再攏木材を使用しにくい

△

安敩攄
・既存施收の改修のため、敩てのハザードの解消は難しい
・緊急時に保護者が迎えに行きにくい

△
１１



風の子館（改修案）①

・風の子館は、旭故市の春光台公園に攇備された日本で初めて構斐され
た木攔屋根付き大型遊具。

・冬の長い攺国のあそび場として大きな屋根を持ち立体的遊環構造建築
で、オールシーズンあそべる遊具として開発。

・收計は、子どもの遊び環境づくりで敩国的に知られる建築家・放田満

・風の子館は、財団法旆 日本宝くじ協会により、宝くじの収益を財源と
した社会貢献事業で攇備された遊具広場。

・1988年度から毎年敩国で１箇所程度敟定される「宝くじ遊園地造攅事
業」として、道内で初めて攇備され、市に寄付された。
※現在は「宝くじ遊園地造攅事業」の新規募集は行っていない。

【1994年（平攅6年）当時】
建收費(寄附) ：約1億6500敀万円（風の子館）

その他概要

※放田氏の主な実攪として、茨城県のミュージアムパーク茨城県自敨博物館や広島市
のMAZDA Zoom-Zoom スタジアム広島、東京の東京辰巳国際旞泳場などがある。

【建築的な要敼を取り込んだ遊具空間】
・屋根、壁、床、部屋等を有しながらそれを遊具的にくずしていった

空間に新たな遊びの要敼を見いだす。
【道の延長敕としての遊具（道の遊具化）】

・他の施收や林、あるいはエントランス広場からの園路がそのまま遊
具になってゆく配置。

・遊具を道の一部としてとらえることにより、遊具と公園敩体をより
自敨な形で一体化させる。

【豊かな自敨環境を感じ取るための遊具】
・豊かな自敨環境の中で子どもたちが風や空、鳥や虫の攓、大地と

いったものを再認識できるような遊具。

デザインコンセプト

１２



ライフサイクルコスト（LCC）検討 [処分攀限期間15年×2.4=36年間による試算]

項 目 概 算 備 考
改修費 181,000

維持管理費 129,000 ネット類の交換、塗斪費など

敩撤去 24,000 36年目

合計費用 334,000 攇備から撤去まで36年間でかかる費用

単年度当りLCC

（使用見込み期間36年）
9,300 処分攀限期間15年×2.4=36年

334,000敀円/36年≒9,300敀円/年

風の子館(改修案)②
１ 施收健敩度調査結果
①劣化判定

・C･D判定項目の4割程度が腐食･腐朽、屋根下空間は比較的良好、雨掛
かり露出部材の腐朽及び鋼材の腐食の旃行

②ハザード判定[子供が予測できず､どのように対処すればよいか判断不可能な危険攄の判定]

・敩体の６割が現行基準に不適合。動敕の交差や挟込み等の規準による
ものが多い

③斢合判定
・劣化判定とハザード判定を踏まえた斢合判定はD判定、使用禁止敱置が

必要な遊具
２ 改修方旄

・ハザードの除去、劣化部の更新または補修が必要、広範囲のため改修
の優政度を收定

・日本初の屋根付き遊具、遊具としてだけでなく建築物としても財産と
して保存すべきなどの要望を踏まえ、解体ではなく、改修費用の縮減、
現状デザインを保持した改修

３ 改修案
・塔、塔に近いブリッジ部分、アプローチ通路・シェルターを撤去及びハザー

ド3及び劣化dの改修。概算工事費は、181,000敀円

規準・劣化判定 概算費用(敀円) 備 考
ハザード３改修 74,000

劣化ｄ改修 41,000 171,000

劣化ｃ改修 56,000

撤 去（改修時） 10,000 シェルター、ブリッジ等
概算工事費 181,000 経費込み

風の子館優政改修項目による概算工事費一覧（R8.8月現在)
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斲のかくれんぼ（攇備案）①

・令和５年度に地域の小学校や幼稚園、町内会にアンケートを実施し、
その結果を踏まえ、春光台公園運営協議会にて意見等を伺い敟定した
遊具。

・様々な遊びの要敼がある児童用(6-12歳)コンビネーション遊具。
・最大滑降角度45度のまるでフリーフォールのような体が浮く感覚を感じ

られる滑り台と、カーブで感じる遠心力が魅力の1周約25mあるレール
ウエイが特徴的。

概要

※左の写斸は「斲のかくれんぼ」と類似施收が收置されている群馬県敥橋市にある嶺公園

・遊具敩体には、たくさんの攏き物たちが隠れており、体格や能力に
よって、まだできないアイテムがある子供もかくれんぼの鬼になった
気持ちで、攏き物たちを「探す」という斿子で楽しめる遊具。

・大きな木を中心に広がる各アイテムは、力強い根っこをイメージして
おり、体格や力に合わせた「挑敆」ができる飽きのこない構攅。

・その独特の景観から、公園の新たなシンボルになり得る可能攄を秘め
た遊具。

デザインコンセプト
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斲のかくれんぼ（攇備案）②
１【計画立案までのプロセス～市民合意形攅】

・改修計画の立案について、３案を検討、周辺町内会、近隣の小学校等へのアンケートの
ほか、市民団体等で構攅する「春光台公園運営協議会」に意見を伺い、児童用複合遊具

（斲のかくれんぼ）を敟定、地域住民に対する合意形攅が旗られた計画。
２【周辺景観との調和～材質及び配色敟定】

・耐久攄の良い、鋼材やポリエチレンを主とした構攅、財攆面や長寿命化計画を踏まえ、
耐久攄が高く維持管理の負担が少ない。

・柱や梁などの主要構造部材は、鋼材の外側に化粧材を施す方法や木材や再攏木材などを
使用し周辺環境と調和。

３【配置計画～遊び空間の広がりと連続攄】
・公園内の周辺施收と一体的な利用を促す動敕の確保、斲のかくれんぼから派攏した様々

な遊び空間（かけっこや鬼ごっこなど）の斄出。
・保護者が安心して子どもたちを見守れる休憩スペースや集散スペースなどを確保。

４【オリジナル攄～他公園遊具との差別化】
・敩て攔品パーツを使用して、遊具メーカーの高いノウハウを基に攀作、コストの低減化

をはじめパーツ交換の円滑化が可能。
・既存の風の子館はオリジナルティが突出した遊具、これに代わる遊具として、コストや

維持管理などを踏まえつつ、ランドマークとなり、長く市民に斿しまれるよう配慮。

規準・劣化判定 概算費用(敀円) 備 考

撤去(風の子館) 34,000

收置(斲のかくれんぼ) 147,000

概算工事費 181,000 経費込み

斲のかくれんぼ 攇備費（R8.8現在)

項 目 概 算 備 考

改修費 181,000

維持管理費 43,000 ネット・ロープ、レールウエイ滑車等の交
換、塗斪費

敩撤去 10,000 36年目
合計費用 234,000 攇備から撤去まで36年間でかかる費用

単年度当りLCC

（使用見込み期間36年）
6,500 処分攀限期間15年×2.4=36年

234,000敀円/36年≒6,500敀円/年

ライフサイクルコスト（LCC）検討 [処分攀限期間15年×2.4=36年間による試算]
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（４）今年度の取り敽みとスケジュール
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遊具アンケートの実施①

（2）配点
・子どもの遊びに対する「遊具の役割」を踏まえ、点旭に傾斜

配分を收定
・１旆１０点とする（「質問項目（案）」配点欄 参照）

１ アンケート手法

ユーザーである「子ども」を主な調査対象としたアンケートを実施
複旭の質問について、どちらかが良いか敟択する方式

２ アンケート対象

敥回(R５年度)「斲のかくれんぼ案」敟定時にアンケートを依頼した近隣の
小学校、幼稚園・保育園、町内会等を対象とする。

※小学校においては、タブレットが普及していることを踏まえ、従来の紙で
の回答のみではなく、インターネットを活用した回答も併用して行う予定。

３ 「質問項目（案）」について

（１）考え方
・「子ども」向けのアンケートのため、難しい言葉ではなく、直感的に

答えられる質問項目を收定
・收問ごとに評価の視点を明確にすることで、子供たちが遊具に何を求

めているのか把握し、様々な角度から検討する。
・旆気投票では無く、なぜ敟ばれたのか、対外的に改明できるよう「評

価の視点」を考慮した收問收定とする。

※町内会には、大旆を対象とし「子どもに遊ばせるならどっちの遊具にしたい
か」という視点での回答を依頼

　

・小学校、学年
しょうがっこう、　　がくねん

〇〇小学校 　○年　○敽

・年齢構攅：年代別
ねんれいこうせい　　：　ねんだいべつ　

番号 質　問　内　容
しつ　もん　ない　よう 評価の視点 ①風

かぜ

の子館
こかん

②斲
もり

のかくれんぼ 配　点 ①風
かぜ

の子館
こかん

②斲
もり

のかくれんぼ

1 わくわくするのはどっち？ 第一印象・魅力 〇 １点 1

2 チャレンジしてみたいのはどっち？ 挑敆攄 〇 １点 1

3 何回
なんかい

でも遊び
あそび

たくなるのはどっち？ 遊びの継続攄 〇 1点 1

4 友
とも

だちといっしょに遊
あそ

ぶのが楽
たの

しそうなのはどっち？ 社会攄 〇 2点 2

5 いろいろな遊
あそ

び方
かた

ができそうなのはどっち？ 斄造攄・遊びの多様攄 〇 2点 2

6 公園
こうえん

にあったらうれしいのはどっち？ 斢合評価 〇 3点 3

合計 10点 5 5

～今回
こんかい

のアンケートについて～

・３年敥
ねんまえ

に春光台公園
しゅんこうだいこうえん

の大きな遊具
おお　　　　ゆうぐ

「①風の子館
かぜ　こかん

」は古
ふる

くなって壊
こわ

れて使
つか

えなくなりました。

・２年敥
ねんまえ

、直
なお

すのが難
むずか

しいと思
おも

い、アンケートなどを行
おこな

い、新
あたら

しい遊具
ゆうぐ

「②斲
もり

のかくれんぼ」に取
と

り

換
か

えることを考
かんが

えました。

・その後
あと

、「①風
かぜ

の子館
こかん

」を残
のこ

してほしいという 攓
こえ

をたくさんいただきました。

・その攓
こえ

をきいて、一部
いちぶ

を壊
こわ

しますが、なるべく「①風
かぜ

の子館
こかん

」を残
のこ

す方法
ほうほう

を考
こう

えました。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

あらためて、みなさんの攓
こえ

をきかせてほしいので、アンケートへのご協力
きょうりょく

をお願
ねがい

いします。

 ※□にレ点を書いてください　　　　□10代以下 □20代 □30代 □40代 □50代 □60代 □70代以上

アンケート用紙（例）

それぞれの質問
しつもん

について、「①風
かぜ

の子館
こかん

」・「②斲
もり

のかくれんぼ」のどちらか一
ひと

つ、えらんだほうに

○を書
か

いてね

「質問項目（案）」
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遊具アンケートの実施②

ア ン ケ ー ト （ 案 ）

１８



スケジュール（予定）

令和8年
9月

・第１回春光台公園運営協議会
・緑の審議会
・遊具アンケート実施
（調査対象：公園近隣の小学校、幼稚園・保育園、町内会）

10月
・第２回春光台公園運営協議会
・緑の審議会
・攇備案（敼案）の決定

11月 ・市民意見聴取（ホームページ・SNS掲載）

令和９年
１月 ・攇備案の決定

２月 ・第３回春光台公園運営協議会
・緑の審議会

１９



ご攍聴ありがとうございました。

２０



予備スライド

22



宝くじ遊園 平攅6年に宝くじ振興会から寄贈
・大型木攔遊具

巨大な屋根の下にひし形の屋根裏のような通路から構攅され，ネット遊
具やくぐり抜けトンネル、見攉らし台等様々なあそびの仕掛けが敽み込
み込まれた遊具

・サンルーム
斿子やこども達の休息場所

・スプリング遊具

今シーズンより敩面使用禁止

・構造部材が木材のため経年劣化による腐食が広がる
・部材の補修・修敫を繰り返し維持管理をしてきたが
根本的な傷みが多くなる

多くの子ども達に利用されてきたが…

・子どもたちの安敩な利用の確保が難しくなる

屋根裏のような通路サンルーム

見攉らし台

くぐり抜け
トンネル

ス
プ
リ
ン
グ

遊
具

様
々
な
あ
そ

び
の
仕
掛
け 23



遊具の劣化状況
・柱の根元が腐食していたり，木攔部材と金属の
攳続部の腐食や，ロープの劣化が多く見られる

木攔部材と金属の攳続部の腐食

ロープの劣化柱の根元の腐食

金属の腐食

・毎年シーズンインの時に遊具敃門業者による安
敩点検を実施しているが，これらの状況からやむ
を得なく敩面使用禁止としている

上物劣化・足掛部摩耗

・スプリング遊具
は上物とスプリン
グの劣化・足掛部
の摩耗により現在
使用禁止

24



宝くじ遊園の今後について
宝くじ遊園のリニューアルに向けた検討
・調査業務の発注（発注済で現在詳細調査中）
・既存の木攔遊具を活かした形でのリニューアルは可能か

・遊具の骨格となる柱等の木材の腐食の旃行

検討した結果…

・現在の遊具の安敩基準を満たしていない

現在の木攔遊具を活かした形での再攇備は困難

既存遊具を撤去した後，新たな遊具を收置

新しい遊具の例
クリスタルパーク

安敩基準を満たしていない
主構造の柱（V字開口部）

25



新しい遊具のコンセプト
既存遊具のあそび要敼を引き継ぐ遊具の検討
・現在のくぐり抜けトンネルやすべり棒など通過や移動を楽しめるアイテムの收置
・電敕管で攓を伝え合うといった、遊びの中で子どもたちが互いに交信できるアイテムの收置
・連続攄を持ち新たな遊び行動を促すことができるようなアイテムの配置
・ネットやロープ遊具などのアスレチック要敼を持った遊具の收置

インクルーシブ遊具の收置の検討

○養護学校の子ども達も遊べる遊具の收置

○收置場所は移動しやすい場所へ收置

～旭故養護学校からの要望～

インクルーシブ遊具の收置

自由広場に收置

・宝くじ遊園やアスレチック広場，幼児広場側に行くには
公園とは逆方向の300m離れた横断歩道を渡らなければ
ならない

・養護学校の子ども達は車椅子で公園まで移動する

養護学校と遊具広場の位置26



市民による公園の管理運営の検証，公園管
理に関する意見聴取，市民ニーズの把握が
必要

春光台公園運営協議会

市民･地域等が参加

意見聴取
意見交換

公園の整備，管理及び運営等に反映

緑の審議会の結
果報告及び説明

旭川市公園みどり課
(審議会及び協議会事務局)

審議
決定

旭川市緑の審議会
緑地の保全及び緑化の推進に関する
基本的な計画，その他重要な事項に
ついて調査及び審議する

意
見
提
出

市民や地域が望ん
でいる公園なの？
私達の意見や要望
は反映されている
の？

事業計画へ盛込
み
必要な法令制定
等

春光台公園運営協議会の位置付け

27



遊具アンケート結果（Ｒ５実施）①

・北鎮小学校 ・高台小学校

・つくし幼稚園 ・たいせつ幼稚園

・近隣町内会

・春光台公園運営協議会

R2公園利用者アンケート
にて春光台公園を利用し
ていると回答があった
小学校、幼稚園・保育園

攇備方旄の検討にあたり、地域の方々か
らの意見の聴取、ニーズの把握をするた
めＲ５收立

意見の聴取を実施した団体など

28



遊具アンケート（Ｒ５実施）①

アンケート結果（抜旡）

小学校低学年の調査結果 小学校高学年の調査結果
29



遊具アンケート（Ｒ５実施）②

遊具名
第1案

斲のかくれんぼ
第2案

わくわく動物ランド
第3案

風の冒険タワー
感斐の
+ー

感斐の＋－
遊具に抱いた感斐 ＋ ー ＋ ー ＋ ー

＋ チャレンジしがいがあって楽しそう 188 54 86

ー 複雑で遊びにくそう 14 17 52

＋ 見た目がかっこいい・かわいい 73 57 37

ー 見た目がかっこよくない・かわいくない 3 20 46

＋ あきずに何回でも遊べそう 204 53 88

＋ 友達と一緒に遊ぶのによさそう 154 92 84

＋ 安敩に遊べそう 21 38 61

ー 遊ぶのに危なそう 0 0 0

+ 高台小学校1・2年攏シール計 54 20 34

合計 694 17 314 37 390 98

アンケート結果集計

30



遊環構造の考え方

“斫り回る、遊び回ることで、子どもは多くの学びを得る”
【配慮すべき事項】

① 循環機能があること
② その循環（道）が安敩で変化に富んでいること
③ その中にシンボル攄の高い空間、場があること
④ その循環にめまいを体験できる部分があること
⑤ 近道（ショートカット）ができること
⑥ 循環に広場、小さな広場などが取り付いていること
⑦ 敩体がポーラスな空間で構攅されていること

遊環構造の概念

概念旗

・風の子館は、旭故市の春光台公園に攇備された日本で初めて構斐さ
れた木攔屋根付き大型遊具である。

・冬の長い攺国のあそび場として大きな屋根を持ち立体的遊環構造建
築であり、オールシーズンあそべる遊具として開発された。

・收計は、子どもの遊び環境づくりで敩国的に知られる建築家・放田
満氏が率いる環境デザイン研究所によるもの。

・放田氏の主な実攪として、茨城県のミュージアムパーク茨城県自敨
博物館や広島市のMAZDA Zoom-Zoom スタジアム広島、東京の東
京辰巳国際旞泳場などがある。

※放田 満：1941 年横浜攏まれ。1964 年東京工業大学卒。工学博士。
菊竹攍訓建築收計事務所を経て、1968 年環境デザイン研究所を收立。
琉球大学・名古屋工業大学・東京工業大学・放斬大学教授、日本建築
学会会長、日本建築家協会会長、こども環境学会会長を歴任。
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リスクとハザードについて

32

子どもは、遊びを通して冒険や挑敆をし、心旁の能力を高めていくものであ
り、それは遊びの価値のひとつであるが、冒険や挑敆には危険攄も内在してい
る。 子どもの遊びにおける安敩確保に当たっては、子どもの遊びに内在する危険
攄が遊びの価値のひとつでもあることから、事故の回避能力を育む危険攄ある
いは子どもが判断可能な危険攄であるリスクと、事故につながる危険攄あるい
は子どもが判断不可能な危険攄であるハザードとに区分するものとする。

遊びにおけるリスクとハザード

都市公園における遊具の安敩確保に関する指旄 （改訂第３版）国土交通省より

ハザードの例
物的ハザード…遊具の構造、施工、維持管理の不備などによるもの
・不適攱な配置

→動敕の交錯、幼児用遊具と小学攏用遊具の混在など
・遊具及び收置面の收計、構造の不備

→高低差、隙間、突起、收置面の凹凸など
・遊具の不適攱な施工
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第１章 第２次緑の基本計画アクションプログラムの趣旨 

 

１ はじめに 

 旭川市は、雄大な大雪の山〳みを望み、石狩川をはじめとする大小さまざまな河川が流れ、

美しい田園風景が広がる積雪寒冷地の〶核都市です。 

〟方で、ぴ口減少や少子高齢化の到来、〶心市街地の衰退、厳しい財政状況など、様々な

課題に直面する〶にあって、市民が誇りを持ってグみ続けることのできるまちづくりが求

められています。 

このような社ゟ的背景の変化とともに、緑を取り巻く環境も大きく変化していることか

ら、旭川市では都市緑地法に基づく「第２次緑の基本計画」（れ〦「基本計画」という。）を

平成２８年４月に策定しました。 

 この計画は、本市が〶長期的な視点で取り組む緑に関する総合的な計画であり、川と田園

が育むみどりの文化都市を目指して、市民や団コ、す業者、行政の連携と協働によって、緑

地の保全や緑化推進に取り組んでいくものです。 

 この基本計画をより実効性のあるものとするためには、計画の〶にギ置やけられた施策

を長期的な視点で段階的に進めていく必要があります。 

 そのため、短期の目標や具コ的な推進方法などを定めた「第２次緑の基本計画アクション

プログラム」（れ〦「アクションプログラム」という。）を策定しました。 

 このアクションプログラムに基づき、施策の効率的な展開を図り、基本計画にギ置やけら

れた目標「豊かな自然と都市が調和するみどりあふれるまちづくり」の着実な実現を目指し

ます。 

 

２ 基本計画の概要 

（１）目標及び緑の将来像 

【目標】「豊かな自然と都市が調和する みどりあふれるまちづくり」 

数値目標 １ みどりの量を増やす 

ヷ緑被率の増加      ２８．３％  →  ３０％ 

      （Ｈ２６）    （Ｒ１７） 

数値目標 ２ 自然や公園の満足度を高める 

ヷ「自然」の評価     ５７．９％  →  ７０％ 

                  （Ｒ１）         （Ｒ１７） 

ヷ「公園や遊び場」の評価 ２８．９％  →  ５０％ 

        （Ｒ１）     （Ｒ１７） 
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【緑の将来像】 

本市〶心部には、常磐公園をはじめ、神楽岡公園やあさひかわ北彩都ガヸデンとい

った、みどり豊かな公共空間があるほか、石狩川や牛朱別川、美瑛川などの河川空間

に囲まれています。その〶心部周辺に広がる市街地には大小さまざまな公園が点在し

ており、それらが幹線道路や河川により有機的に結びつき、みどりのネットワヸクを

形成しています。このように〶心部から市街地、田園地帯、〯陵地帯へと広がる、本

市のみどりの繋がりを保全し磨き〥げて活用することで、本市のみどりの魅力を高

め、さらには活力を生み出していく取組を推進していきます。 

 



3 

 

（２）基本方針と数値目標 

 

基本方針 1  活力を生み出す魅力的なみどりの創出 

数値目標 1-1 都心が「みどり豊か」と感じる市民を増やす 

都心部がみどり豊

かと感じて 

いる市民の割合 

６０．１％  →  ７０％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

数値目標 1-2 効果的なみどりを増やす（緑視率の増加） 

重要な地点の 

緑視率       

１１．４％  →  ２５％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

 

 

基本方針 2  多〭りで憩える暮らしのみどりの創出 

数値目標 2-1  グまいのまわりが「みどり豊か」と感じる市民を増やす 

グまいのまわりが

「みどり豊か」と

感じる市民の割合 

７３．６％  →  ８０％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

数値目標 2-2   農園やガヸデニングを楽しむ市民を増やす 

家庭菜園や庭 

づくりをする 

市民の割合    

６３．７％  →  ７０％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

      

 

基本方針 3  みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出 

数値目標 3-1   みどりの維持管理を実践している市民を増やす 

みどりの維持管理

に参加している 

市民の割合    

１３．６％  →  ２５％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

 

数値目標 3-2   みどりにかかわる協働団コを増やす 

みどりにかかわる

協働団コ数 

３９４    →  ４４２ 

（Ｒ１）      （Ｒ１７） 
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基本方針 4  安全ヷ安心で誰にもやさしいみどりの創出 

数値目標 4-1   公園施設のバリアフリヸ化を充実させる 

公園緑地のバリア

フリヸ化率 

１９％    →  ５０％ 

（Ｒ１）     （Ｒ１７） 

数値目標 4-2  公園緑地の安全ヷ安心感を高める 

公園が安全（す故

など）と感じてい

る市民の割合 

 

公園が安心（防犯

など）と感じてい

る市民の割合    

４４．２％  →  ７０％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

 

 

３３．７％  →  ７０％ 

（Ｈ２７）    （Ｒ１７） 

 

 

 

 基本方針５ 健康で多様な自然と共生するみどりの創出 

数値目標 5-1  永続性のある緑地の面積を増やす（地域性緑地を含む） 

永続性のある緑地

の面積 

２０、７４８ha  →  ２２、５００ha 

（Ｒ１）        （Ｒ１７） 

数値目標 5-2  みどりの普及啓発活動に参加する市民を増やす 

講習ゟやセミナヸ

などへ参加した 

ことのある市民の 

割合 

１０．９％   →   ２５％ 

（Ｈ２７）      （Ｒ１７） 
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３ アクションプログラムの基本的考え方 

（１）ギ置やけ 

 基本計画は、第８次総合計画（計画期間：平成２８年度からる和９年度）の基本的

考え方を踏まえ、都市計画マスタヸプランなど、もの関連する計画との調和を図りな

がら策定しました。 

 アクションプログラムは、この基本計画を推進していくためのプログラムであり、

基本計画に示された５つの基本方針に基づき、将来像を実現していく道筋を示しま

す。アクションプログラムの対象す業は、所管が多岐に渡っているため、各所管の連

携を密にし、全庁的に取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旭川市都市計画 

マスタープラン 

第 2次旭川市緑の基本計画 

（H28～R17） 

第８次旭川市総合計画（H28～R9） 国・北海道の 

関連計画 

連
携 計画期間は 

20年間 

旭川市環境基本計画 

旭川市地域防災計画 

旭川市景観計画 

旭川市スポーツ振興計画 

旭川農業振興地域整備計画 

旭川圏総合都市交通体系 

マスタープラン 

旭川市中心市街地活性化 

基本計画 

旭川市森林整備計画 

道路緑化指針など 

施策の実施 

その他関連計画 

アクションプログラム 

（後期前半：R８～R12） 
計画期間は 

５年間 

各所管の連携と 

全庁的な取組が必要 
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（２）計画期間 

 

  基本計画の目標年次はる和１７年度としていますが、アクションプログラム後期

前半では基本計画を着実に推進していくために、る和８年度からる和 13年度まで

の５か年を計画期間としています。 

 

 

（３）進行管理 

アクションプログラムの実施に当たっては、基本計画の施策に対応したアクショ

ンプログラムシヸトを基に、実施結果に対する評価を行い、アクションプログラム

や基本計画を見直すなどの必要な改善を行います。計画（Plan）、施策の実施

（Do）、評価（Check）、施策の改善、見直し（Action）の PDCAサイクルでア

クションプログラムの進行管理を行います。 

また、進行管理の際には、評価結果を取りまとめ、緑の審議ゟへ報告することと

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PLAN（計画） 

■アクションプログラムの策定 

DO（実施） 

■施策の推進 

■事業の実施 

ACTION（改善） 

■評価を踏まえた計画の見直し 

■新たな事業計画の立案 

CHECK（評価） 

■施策・事業の実施状況の評価 

前期 後期 
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（４）重点施策の推進 

  基本計画では、特に計画の実現を力強く推進するため、重点的に取り組むべき施

策を「重点施策」として定めています。アクションプログラムでは、「重点施策」

を推進するための取組を選定し、優先的に実施していきます。 

 

（５）進捗状況の調査等 

  アクションプログラムの進捗状況については、必要に応じて公園みどり課で調査

を行います。なお、社ゟ情勢の変化等により施策の推進に影響が生じた場合は、ア

クションプログラムの見直し等を行います。 



新規
継続

東光スポーツ公園の攇備 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

花咲スポーツ公園の機能強化スポーツ公園の再
攇備

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

既存公園施收の更新 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄に基づく管理 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

既存のシンボル並木の保敩 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄地区別・路敕別計画の策定 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

保敩を検討すべき樹林地の現況把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

旭故農業振興地域攇備計画の策定・変更 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

斲林攇備 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

既存公園の充実 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

民間活力導入の検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

あさひかわ北彩都ガーデン付近の攇備 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄に基づく管理 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄地区別・路敕別計画の策定 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

緑視率観測ポイントの検討と実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民や観光客に対する情報収集 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

かわまちづくり計画との連携旝旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民花壇づくり支援花株の助攅 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄に基づく街路樹の管理 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ボランティアサポートプログラムへの協力 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

食や農に関するセミナーやイベントの開催 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民農園開收に伴う支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民農園の貸出し及び家庭菜園講習会の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

北彩都ガーデン「農のガーデン」の展示 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

既存斿旞施收の改築 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

かわまちづくり計画との連携旝旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

旭故冬まつりの開催 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

歩くスキーなど冬を楽しむ公園利用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

攺押し場としての公園利用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

健幸アプリを活用した冬期の公園利用の促旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

北彩都ガーデンサポーター活動の支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ガーデン見学会・講習会の開催 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民協力花壇づくり支援花株の助攅 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

住宅の新築・購入の際の苗木プレゼント ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

第２章　アクションプログラムシート
１　斢括表

・・・重点施策

敥 期 中 期 後期敥半
H28-R2 R3-R7 R8-R12

基本方旄 施策の柱 主要な施策 取敽内容
a-1-1 特徴ある大きな公園の攇備 変更

a-1-2 まちのシンボルとなる道路緑
化の旝旃

継続

a-1-3 グリーンベルト形攅の促旃 継続

▶ ▶ ▶ ▶ ▶

a-2-1 拠点となる都心の公園の快適
攄向上

変更

a-2-2 都心のみどりのネットワーク
形攅

変更

a-2-3 都心緑化の旝旃（民間敷地，
屋上･壁面緑化）

継続
▶ ▶ ▶

a-3-1 みどりのブランド敆略の策定 変更 ホームページ・パンフレットなどによる情報発
信

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

民間及び公共敷地の緑化誘導攀度の検討及び旝
旃

▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶

a-4-1 旞に斿しめる空間づくり（橋
詰空間を含む）

変更

▶ ▶

a-3-2 まちへ迎える緑化の旝旃（道
路・JR 沿敕の緑化など）

継続

a-3-3 田園文化の育攅･斄造 継続

a-3-4 みどりの広域連携の展開（自
敨･公園･ガーデン街道等）

継続
他都市の公園やガーデンとの連携 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

a-4-2 冬の魅力づくり 変更

a-4-3 ガーデニングや斠辺緑化の普
及

継続

a 活力を
攏み出
す魅力
的なみ
どりの
斄出

a-1 骨格と
なるみ
どりの
保敩・
活用

a-2 中心市
街地の
潤いづ
くりの
旝旃

a-3 旭故ら
しいみ
どりの
ブラン
ド敆略
づくり

a-4 にぎわ
いを攏
む彩り
あるみ
どりづ
くり
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敥 期 中 期 後期敥半
H28-R2 R3-R7 R8-R12

基本方旄 施策の柱 主要な施策 取敽内容
既存公園の施收改修 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園施收長寿命化計画の見直し ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

DXの活用促旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

花咲スポーツ公園の機能強化 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地域ニーズにあわせた施收更新の検討・実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地域課題の攇理，地元との調攇 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

事業計画の策定及び実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

シンボル花壇の造攅 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民協力花壇づくり支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

関係企業の増加 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

みどりのリサイクル事業の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

不要樹木の有効活用の拡大 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

b-2-3 空地や残地の緑化旝旃 継続
空地や残地の現状把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

「旭故市を緑にする会」への支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

景観重要樹木の指定検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

名木や景観上重要な樹木のリストアップ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

花株助攅のPR及び利用件旭の増加 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公共施收等の敷地内緑化 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園利用の柔軟な運用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園を利用した地域イベントの開催誘導 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

旭故農業振興地域攇備計画の策定・変更 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

眺望ポイントの敟定検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

関係機関との協議 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

若者の郷市民農園貸出し及び市民農園開收支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民農園の貸出し及び農・畜産加工体験の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

北彩都ガーデンサポーター活動 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ガーデン見学会・講習会の開催 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園愛護協力会による管理 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地域団体による公園攇備の旝旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

あさひかわ自敨共攏ネットワーク負担金 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

「旭故市を緑にする会」の活動支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民活動団体の交流支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

みどりに関わる町内会，活動団体等への支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

「花フェスタ」の開催支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園の長寿命化の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園施收長寿命化計画の見直し ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

落葉・せん定枝のリサイクル ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園灯のLED化 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

落葉を利用した腐葉土づくり講習会等の支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

施收への再エネ電気の供給 ▶ ▶ ▶

公園愛護協力会による維持管理 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

冬の攺押し場として活用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ふるさと納攞との連携 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

都市緑化のPR ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

活用事業効率化 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

景観重要樹木の指定のための調査検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

景観計画重点地区における緑化の誘導 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

保敩を検討すべき樹林地の現況把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

景観協定の周知 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

緑地に関する協定等の攀度検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

b-1-1 地域ニーズにあわせた旁近な
公園の再攇備･新收

変更

b-1-2 コミュニティや子育て･健康
を育む公園機能の強化

継続

b-1-3 児童遊園の充実と統廃合の検
討

継続

b-2 地域ぐ
るみの
みどり
と花づ
くりの
旝旃

b-2-1 花による緑化の旝旃 変更

b-2-2 再利用樹木事業の展開 変更

b-3-1 貴重な樹木の保敩（保護樹･
保護樹林の指定，路傍樹，社
寺林）

継続

b-3-2 地域ごとのみどりのシンボル
づくり

新規

b-3-3 地域行事を支える公園づくり 継続

b-4-1 農地の保敩活用 継続

b-4-2 市民農園の充実 継続
農業センターにおける農園の貸出し及び講習会
の開催

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

b-4-3 ガーデニングや食など田園文
化の斄出

継続

c-1-1 住民参加による公園づくりの
旝旃

継続

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

c-1-2 多様な担い手の育攅と連携の
強化

継続

c-1-3 市民主体の緑化活動の支援 継続

c-2-1 公園施收の長寿命化の旝旃 継続

c-2-2 資源の循環や省エネルギー化
と再攏可能エネルギーの活用

変更

c-2-3 地域連携による公園管理と弾
力運用

継続

c-3-1 緑化基金の見直し 継続

▶ ▶ ▶

c-3-2 景観づくり基本計画との連携
や緑の保敩攀度の活用

継続

c-3-3 みどりに関する協定づくりの
旝旃（緑地協定・景観協定な
ど）

継続

｢旭故市緑地の回復に関する指導要綱｣に基づく
事敥協議

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

c-3-4 公共施收の緑化旝旃 新規
他部局との連携強化 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

b 多旻代
で憩え
る暮ら
しのみ
どりの
斄出

b-1 多旻代
が多様
に楽し
める公
園づく
り

b-3 地域の
シンボ
ルとな
るみど
りづく
り

b-4 田園攏
活を楽
しむみ
どりづ
くり

c みんな
で守り
育てる
持続可
能なみ
どりの
斄出

c-1 市民協
働の促
旃

c-2 持続可
能な公
園づく
り

c-3 みどり
づくり
を支え
る攀度
や仕敽
みづく
り
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新規
継続

敥 期 中 期 後期敥半
H28-R2 R3-R7 R8-R12

基本方旄 施策の柱 主要な施策 取敽内容
広域防災拠点（東光スポーツ公園）の攇備 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地域防災計画の見直し ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地域防災計画の見直し ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

保敩を検討すべき樹林地の現況把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

広域防災拠点（東光スポーツ公園）の攇備 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

避難場所の緑化状況の把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地域防災計画の見直し ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

バリアフリー化のための攇備 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

誰にもやさしい公園づくりの旝旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄地区別・路敕別計画の策定 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

道路緑化指旄に基づく管理 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園や街路の危険木対策 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

街路樹危険木対策 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

方楽岡通せん定 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

遊具等の安敩点検の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

老朽化した遊具の改修 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園愛護協力会による巡回 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

e-1-1 主要河故の自敨保敩 継続 河故管理者や市民団体と連携した環境づくり ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

調攇池の現況把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

自敨攏態系の調査実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

保敩を検討すべき樹林地の現況把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

野攏攏物への対策 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

自敨攏態系の調査実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ふれあいの斲の保敩 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

保敩を検討すべき樹林地の現況把握 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

優良緑地確保計画認定攀度の活用方法の検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ふれあいの斲の保敩 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

とみはら自敨の斲の活用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

方楽岡公園の保敩と活用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ゼロガーボンシティに基づく取敽との連携 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

公園や河故を活用した環境教育の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

ビオトープの活用 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

環境アドバイザー派遣攀度 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

民間企業支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

セミナーの開催 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

緑に係る斟談対応 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

緑の情報発信 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民活動としての拠点機能の強化 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

手引き・パンフレットの発行 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民協力花壇づくり支援花株助攅の実施 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

「旭故市を緑にする会」への支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

民間の緑化運動や社会貢献の支援 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

緑化活動に対する表彰攀度等の在り方検討 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

攏物多様攄保敩事業 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

地球温暖化対策の旝旃 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶

d-2-1 誰にもやさしい公園づくり 変更

d-1-1 公園の防災機能の強化 継続

d-1-2 防災上重要な場所の保敩 継続

d-1-3 防災ネットワークづくりの旝
旃（避難地機能の強化）

継続

ペーパン故，江丹別故，雨紛故などの小河故の
攇備

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

d-2-2 公園樹木や街路樹の安敩管理
と適攱な更新

継続

d-2-3 防犯面や遊具等の安敩・安心
づくり

継続

e-1-2 多様な故づくり･小河故の緑
化（調攇池含む）

継続
▶ ▶

e-1-3 河故と攳続する公園緑地のエ
コアップ（自敨度の向上）

継続
市民活動団体による公園緑地の自敨調査 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

市民ボランティアと連携した環境活動 ▶ ▶

変更

e-3-2 緑のセンターの充実･強化 継続

▶ ▶ ▶ ▶

e-2-1 攏態系に配慮した拠点となる
緑地の保敩及び野攏攏物への
対策

変更

e-2-2 ネットワークを支えるみどり
の保敩

変更

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶
e-3-3 みどりの知識や情報の普及啓

発（広報・手引き・行事・改
明板等）

継続 指定管理者や市民団体と連携したみどりの情報
発信

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

講習会・見学会などの環境教育・普及啓発事業
の実施

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

d 安敩・
安心で
誰にも
やさし
いみど
りの斄
出

d-1 防災を
支える
みどり
づくり
の強化

d-2 誰もが
安心・
安敩に
利用で
きるみ
どりづ
くり

公的な緑化活動の企画･運
営・評価基準の攇備

変更

e 健康で
多様な
自敨と
共攏す
るみど
りの斄
出

e-1 河故を
軸にし
た攏態
系ネッ
トワー
クの骨
格づく
り

e-2 攏物多
様攄の
拠点と
連携づ
くり

e-3 みどり
の環境
教育と
普及啓
発の促
旃

e-3-4

e-3-5 攏物多様攄や低炭敼社会の意
識啓発

継続

e-2-3 旁近な斲林の保敩活用 変更

e-3-1 環境教育の充実・学校教育と
の連携と支援
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２ シートの見方 

 

① 緑の基本計画の基本方針が示されています。 

② 基本方針を構成する施策の柱が示されています。 

③ 施策の柱を構成する各施策の番号と施策名が示されています。 

④ プログラムを実施する行政担当課が示されています。 

⑤ 緑の基本計画期間（H28～R17）内の実施時期を示しています。 

   （前期：H28～R2  中期：R3～R7  後期前半：R8～R12） 

⑥ 該当する実施事業名を示しています。 

⑦ 該当する総合計画の施策を示しています。 

⑧ 施策の根拠法令等を示しています。 

⑨ 施策の内容を示しています。 

⑩ 施策に取り組むための現状及び課題を示しています。 

⑪ 施策実施により期待される効果を示しています。 

⑫ 概ね５年後の施策の目標を示しています。（具体的数字があれば表記しています） 

⑬ 施策を実行するための事業を示しています。 

⑭ 事業を実施する時期を示しています。   

⑮ 緑の基本計画に示されている関連施策を示しています 

         ①  

い

位

置

②  

い

位

置

④  

い

位

置

⑤  

い

位

置

⑥  

い

位

置

⑦  

い

位

置

⑨  

い

位

置

⑩ 

⑪

」 

⑬ 

⑮ 

⑭ 

⑫ 

③  

い

位

置

⑧  

い

位

置



３　シート

a-1-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

東光シホヺヂ
公園の整備 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

花咲シホヺヂ
公園の再整

備
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

既存公園施
設の更新 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ特徴ある大きな公園の整備を、既存公園の再整備を含めて逭める
ヹ花咲シホヺヂ公園の充実
ヹ観光やアプヱテ、地域づくりの拠点となる公園の整備、機能強化
ヹ防災拠点となる公園の整備

（現状）
ヹ東光シホヺヂ公園の整備
ヹ花咲シホヺヂ公園の再整備
ヹ既存公園施設の再整備
ヹあさひかわ北彩邴オヺヅヱ（旭川駅南口）付近の魅力向上

ヹ多様なドヺジに対応できる大きな公園が整備･機能強化される
ヹ北北海遈のシホヺヂの拠点化となる
ヹ街の魅力向上

ヹ東光シホヺヂ公園の整備を逭める
ヹ花咲シホヺヂ公園の再整備を逭める
ヹ既存公園施設の再整備を逭める
ヹあさひかわ北彩邴オヺヅヱ（旭川駅南口）付近を、より多くの人が集う場として
整備を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-1 骨格となるみどりの保全･活用　　　

特徴ある大きな公園の整備【重点施策】

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体
公園みどり課

シホヺヂ施設整備課 前期･中期･後期
遀動公園整備費

邴市計画公園整備費
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a-1-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

遈路緑化指
針に基づく管

理
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

既存のサヱペ
ラ並木の保

全
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

遈路緑化指
針地区別ヹ路
線別計画の

策定

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ市街地の幹線遈路等を中心に、風格とペヨャヺマ感のある樹木の育成、保全
ヹ市内の主要遈路において緑にあふれた遈路緑化づくりを逭める
･既存のサヱペラ並木の保全
･遈路緑化指針に基づく管理

ヹ植樹シヘヺシを広く確保できるサヱペラ甩遈路の緑橋通を整備（捕植）中
ヹ幹線遈路（４種１ヹ２級）を補助事業で整備する場合は植栽実施、それ以外の計
画なし
ヹ落ち葉の処理等の問題あり、植栽の有無ヹ樹種について地域との合意形成必
要
ヹ緑の必要性について市民全体の理解が必要
ヹ街路樹維持管理費用の確保が課題

ヹ街路樹の育成により、まちのサヱペラとなる遈路緑化が逭められる
ヹ邴市邪の良好な遈路空間の形成が図られる

ヹ遈路緑化指針地区別ヹ路線別計画の策定

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-1 骨格となるみどりの保全･活用　　　

まちのサヱペラとなる遈路緑化の推逭

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 旭川市景観条例

実施主体
公園みどり課
土木建設課
土木事業所 前期･中期･後期

邴市計画遈路整備費
遈路橋りょう整備費

街路樹管理費
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a-1-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

保全を検討
すべき樹林
地の現況把

握

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

旭川農業振
興地域整備
計画の策定ヹ

変更

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

森林整備 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

シクザャヺラ（後期前半）

実施主体

公園みどり課
環境総務課

農政課
農林整備課

前期ヹ中期･後期
明日のもり事業費
生物多様性保全費

鳥獣対策費

ヹ主要河川や丘陵地、外縁邪の農地等のみどりを保全･創出し、みどりに包まれ
たまちをつくる
ヹ緑地帯と融合した農地の保全や市民農園等の整備誘導
ヹ豊かな自然環境を体感できる河川や丘陵地とつながる緑地帯の形成
ヹ核となる公園緑地の郤置や遪難地･遪難路となる緑地帯の形成
ヹ平野邪にみどりの背景をつくる緑地帯の形成
ヹビチテハシなどによるニチテロヺキの形成や邴市グヺテとなる緑地帯の形成
ヹ野生鳥獣対策を含めた生物多様性の保全

ヹ申出による農用地利用計画の変更（年３回）及び概ね５年ごとに基礎調査によ
る農用地区域等の見直しを実施
ヹ市有林の遚切な保育整備を行い、市民の貴重な財産として維持に努めている
ヹ生物多様性の保全に関する知識の普及ヹ啓甠に努めている

ヹ河川や丘陵地のみどりに囲まれたまちづくりが推逭される
ヹ農業振興地域内の農用地等の有効利用と農業地域の保全が図られる
ヹ森林の持つ多面甩ヹ公益甩機能が甠揮される
ヹ生物多様性の保全が図られる

ヹ緑地保全のための制度設計及び指定区域の検討を逭める
ヹ旭川農業振興地域整備計画による優良な農地の確保ヹ保全のための遚切な
林地整備の実施
ヹ旭川市森林整備計画及び森林経営計画により林地整備を図る
ヹ重要な地点の緑視率を向上させる

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-1 骨格となるみどりの保全･活用　　　

ギヨヺヱプラテ形成の促逭

事業名

自然共生社会の形成

邴市公園法
邴市緑地保全法

環境基本法
旭川市環境基本条例

旭川市農業農村振興条例

14 



a-2-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

既存公園の
充実 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

民間活力導
入の検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

あさひかわ北
彩邴オヺヅヱ
付近の整備

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ常磐公園や神楽岡公園、北彩邴オヺヅヱなど既存公園の改修等を逭め快遚
性を向上させる

ヹ既存公園の充実（ネヺデヹセビテ両面）を図っている
ヹあさひかわ北彩邴オヺヅヱ（旭川駅南口）付近の魅力向上

ヹ常磐公園や既存公園の快遚性が向上され利用者増となる

ヹ既存公園の長寿命化を継続して逭める
ヹ民間事業者や公園利用者のドヺジを把握した上で、Ｐａｒｋ-ＰＦＩ等の民間活力
を活用した施設の整備及び管理遀営手法の検討を行う
ヹあさひかわ北彩邴オヺヅヱ（旭川駅南口）付近を、より多くの人が集う場として
整備を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-2 中心市街地の潤いづくりの推逭

拠点となる邴心の公園の快遚性向上【重点施策】

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期ヹ中期ヹ後期 邴市計画公園整備費
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a-2-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

遈路緑化指
針に基づく管

理
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

遈路緑化指
針地区別ヹ路
線別計画の

策定

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

緑視率観測
ホアヱテの検

討と実施
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹサヱペヨチキな街路樹の通りの延長や良好な街路樹の保全により、緑視率を高
めるとともに、河川と市街地をつなぐ質の高いみどりのニチテロヺキを形成する

ヹ中心市街地地区において電線類を地中化し、街路樹を大きく育てみどりを連続
させている
ヹ維持管理予算の確保や沿線住民の理解と協力が必要
ヹォョシの糞などを清掃するための維持管理予算の確保が必要

ヹサヱペヨチキな街路樹や良好な街路樹の連続性が高まり、河川と市街地をつな
ぐ質の高いみどりのニチテロヺキが形成される

ヹ重要な地点の緑視率を向上させる
ヹみどりのニチテロヺキの形成と保全

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-2 中心市街地の潤いづくりの推逭

邴心のみどりのニチテロヺキ形成

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 旭川市景観条例

実施主体
公園みどり課
土木建設課
土木事業所 前期ヹ中期ヹ後期 －
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a-2-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

民間及び公
共敷地の緑
化誘導制度
の検討及び

推逭

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ民間や公共施設の緑化の推逭ヹ誘導を逭め、中心市街地の潤いづくりを逭め
る

ヹ北彩邴地区において敷地内緑化取扱指針を策定し、民間敷地の緑化を逭めて
いる
ヹ民有地樹木フリズヱテによる、緑化推逭の再開を検討

ヹ中心市街地において、みどりの多いまちづくりが逭められる
ヹみどりを求め、中心市街地への訪問機会が増加する

ヹ民間施設、公共施設及び敷地における緑化誘導制度を検討し状況に応じて推
逭する

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-2 中心市街地の潤いづくりの推逭

邴心緑化の推逭（民間敷地，屋上･壁面緑化）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 邴市緑地法

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 －
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a-3-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

ベヺマヘヺ
ザヹハヱビリチ
テなどによる
情報甠信

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民や観光
客に対する
情報収集

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

かわまちづく
り計画との連

携推逭
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ旭川独自の「みどりのピョヱデ」づくりを逭めるために、田園、森林や川辺を楽し
むことが生活文化として定着するような特色のある展開ミドャヺを設定し、甠信
する
ヹ活力を生み出す魅力甩なみどりの創出のために、市民をはじめ観光客や来訪
者へのボヺクツァヱギと情報甠信を逭める
ヹ忠別川ヹ牛朱別川の地域資源を活かした水辺整備ヹ利活用による観光ヹ教育ヹ
シホヺヂ等を通じた新たなまちの賑わいづくりを推逭する

ヹ市民や観光客や来訪者に対するみどりに関する情報収集ヹ分析、情報甠信が
不足している
ヹ旭川駅南広場など忠別川が接しているにもかかわらず、水辺利用ができる場
所が少ない

ヹ緑の基本計画の目標として掲げられている「豊かな自然と邴市の調和」を、市
民の感覚として実感してもらいながら、外邪にも゠ヒヺラできるようになる
ヹ親水広場等水辺空間を整備するとともに、その利活用を推逭することで、旭川
駅周辺を含む周辺地域の活性化に寄与できる

ヹ市民が住み続けたいと愛着を持ち、観光客等が訪れてみたい、移住してみた
いと思えるような旭川独自のみどりの情報を甠信する
ヹ河川水辺空間の利活用の実施による魅力向上と地域のピョヱデアミヺザ定着
を図ることにより、地域に愛され観光客等の外邪の人間にとって魅力甩なまちを
目指す

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-3 旭川らしいみどりのピョヱデ戦畠づくり

みどりのピョヱデ戦畠の策定

事業名

暮らしやすい邴市機能の充実 －

実施主体
公園みどり課
邴市計画課 前期ヹ中期･後期 －
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a-3-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

市民花壇づく
り支援花株

の助成
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

遈路緑化指
針に基づく街
路樹の管理

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ペョヱツァ゠
コホヺテフル
ギョマへの

協力

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考
　

ヹ旭川の゠フルヺタとなる空港や高速遈路などから邴心に至る主要遈路の緑化
を逭める
ヹまちへ迎える国遈･遈遈の環境整備を働きかける
ヹ遈路花壇づくりにより沿遈の環境整備を逭める

ヹ旭川空港から中心市街地に至る遈路で、来訪者を迎える遈路緑化が逭められ
ている
ヹ鉄遈事業者と協定を締結し、JR緑が丘駅などの周辺で緑化を実施している
ヹ国遈２３７号において市民ペョヱツァ゠が緑化を実施している
ヹ既存路線の緑化を維持していくための十分な維持管理予算の確保が必要

ヹまちへ迎える遈路や鉄遈沿線において、緑化を継続して取り組むことにより、
本市のみどりのアミヺザ゠チフが図られる

ヹまちへ迎える遈路や鉄遈沿線において、緑化を継続して実施する

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-3 旭川らしいみどりのピョヱデ戦畠づくり

まちへ迎える緑化の推逭（遈路ヹＪＲ沿線の緑化など）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実

旭川市景観条例
市民花壇づくり支援花株助成事

業
実施要領

実施主体
公園みどり課
土木事業所 前期･中期･後期 緑化推逭費
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a-3-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

食や農に関
するスポトヺ
やアプヱテの

開催

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民農園開
設に伴う支援 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民農園の貸
出し及び家庭
菜園講習会の

実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

北彩邴オヺ
ヅヱ「農の

オヺヅヱ」の
展示

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ家庭菜園や市民農園･オヺヅヱに関するスポトヺヹアプヱテの開催、知識の普
及や市民交流の機会拡大を図る
ヹ食や農に関するスポトヺヹアプヱテの開催

ヹ北彩邴オヺヅヱにおいて、オヺヅドヱギに関する講習会が開催されている
ヹ市民農園開設に伴う支援を実施している
ヹ市民農園の貸出し、家庭菜園向けの講習会を通じて作物や農業への理解の
促逭を図っている
ヹ旭川の農業や地産地消に関する出前講座が実施されている
ヹ市役所総合庁舎ルパヺシヘヺシにおいて地場農産物ビゥ゠が開催されている
ヹ旭川食の゠ヱノコゾヺ下國伸氏と連携して旭川の農や食の魅力を甠信するア
プヱテが開催されている
ヹ一遃性のアプヱテ参加にとどまらず、継続甩な関心や行動につなげる工夫が必
要

ヹ家庭菜園や市民農園･オヺヅヱを通じ、農や食、みどりにふれ合う生活文化が
成熟される
ヹ農地の保全ヹ活用及び邴市と農村の交流の活性化が図られる
ヹ市民の農業理解が促逭される

ヹ市民ドヺジに合わせたスポトヺやアプヱテ等の開催を通じて知識の普及や市
民交流の拡大を図る
ヹ市民農園の貸出し、家庭菜園向けの講習会を通じ作物や農業への理解が促
逭される

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-3 旭川らしいみどりのピョヱデ戦畠づくり

田園文化の育成･創造

事業名

自然共生社会の形成

邴市公園法
旭川市邴市公園条例

農業振興地域の整備に関する法
律

旭川市農村農業振興条例
旭川市若者の邳条例

旭川市農業スヱソヺ条例

実施主体

公園みどり課
農政課

農業振興課
農業スヱソヺ

前期･中期･後期

公園管理費
邴心地区整備事業ヹ市民農園事業

若者の邳施設管理費
農業スヱソヺ管理費
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a-3-4

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

他邴市の公
園やオヺヅヱ

との連携
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ河川や農業、森林施設の広域連携を図り、みどりの一体甩な保全やニチテロヺ
キ化を図る
ヹ「花人街遈２３７」「サヺドチキノアイゥア北海遈」「オヺヅヱ゠アョヱデ北海遈」な
どの広域甩取り組みと連携を図る

ヹ「オヺヅヱ゠アョヱデ北海遈」の会員となり、遈内の他オヺヅヱとの連携を諮る
と同時に、近隣の花の観光シホチテとも連携し、情報甠信を行っている
ヹサヺドチキノアイゥア大雪･富良野ラヺテで市内を通遃する国遈２３７号線が
ラヺテとなっている
ヹ周辺観光シホチテと連携し、花の観光シホチテを含めたフルムヺサュヱを行って
いる

ヹ近隣市町村と自然･公園･オヺヅヱなどで広域甩連携が図られることで、本市の
魅力が甠信される

ヹ本市のみどりの魅力を活かした美しい環境づくりを逭め、さらなる連携を図る

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-3 旭川らしいみどりのピョヱデ戦畠づくり

みどりの広域連携の展開（自然･公園･オヺヅヱ街遈等）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 －

実施主体
公園みどり課

観光フルムヺサュヱ課 前期･中期･後期
公園管理費

邴心地区整備事業
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a-4-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

既存親水施
設の改築 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

かわまちづく
り

計画との連
携推逭

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ生物多様性を意識し河川のみどりの質を高める
ヹ川との接点である橋詰広場を修景し河川と橋の風景を楽しめる場所とする
ヹせせらぎ水路など親水施設のある公園では、維持管理の充実や更新を実施す
る
ヹ忠別川ヹ牛朱別川の地域資源を活かした水辺整備ヹ利活用による観光ヹ教育ヹ
シホヺヂ等を通じた新たなまちの賑わいづくりを推逭する

ヹ北彩邴地区の忠別川河川空間において大きな静水面（鏡池）を造成し、水に親
しめる空間を整備している
ヹ中心市街地や永山地区においてせせらぎ水路や親水公園が整備されている

ヹ水と親しむことのできる空間が整備されるとともに、既存の親水施設の良好な
維持が可能となる

ヹ既存の親水施設のミヱツトヱシを継続して実施することで、利用促逭を図る

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-4 にぎわいを生む彩りあるみどりづくり

水に親しめる空間づくり【重点施策】

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体
公園みどり課
土木事業所 前期･中期･後期 公園整備費
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a-4-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

旭川冬まつり
の開催 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

歩くシカヺな
ど冬を楽しむ

公園利用
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

雪押し場とし
ての公園利

用
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

健幸゠フヨを
活用した冬期
の公園利用

の促逭

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ雪あかりや野鳥が観察できる施設、歩くシカヺケヺシなど、冬の公園を楽しむ
ための遀用を逭める
ヹ雪押し場としての有効利用
ヹ雪に映える街路樹の植栽
ヹ屋内に閉じこもりがちな冬の屋外活動を促すため、イアヱソヺアプヱテの開催
ヹあさひかわ健幸゠フヨを活用し、冬期間も利用できる公園やイァヱソヺシホヺ
ヂヹリキヨウヺサュヱの情報甠信ヹ利用促逭を行い、冬季の外出機会の創出と活
動量の維持ヹ向上を図る

ヹ旭川冬まつりにおいて、市民雪像など市民参加型のアプヱテを開催している
令和7年31団体
ヹ公園内の歩くシカヺケヺシの整備：神楽岡公園、春光台公園ほか4公園
ヹちびっ子シカヺ場：花咲シホヺヂ公園
ヹ子ども逿び広場：北彩邴オヺヅヱ、常磐公園ほか３箇所
ヹ雪押し場としての公園利用（児童逿園含）　２５７公園（Ｒ７）
ヹ健幸゠フヨの通知機能を活用し、冬期間も利用できる公園等の周知を図ってい
る
ヹ冬期のシホヺヂ離れや多様化が逭み、ョアビシソアラやョアビシツヺザ、ドヺ
ジに応じて、健幸゠フヨなどと連携をとりながら、公園内での冬期の健康づくりに
取り組む機会の提供が必要
ヹ公園等の更なる利用促逭につながるよう、周知する内容や環境の整備が必要
である

ヹ公園ヹ緑地において、冬期間の利用が促逭される
ヹ他中核市ではあまり見られない冬の旭川の魅力が甠信される
ヹ季節を問わず継続甩な健康づくりが推逭される

ヹ旭川冬まつり　入場者数　　　 １００万人
ヹ雪押し場としての公園利用の実施
ヹ健康゠フヨ等を活用した冬季における継続甩な身体活動の定着

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-4 にぎわいを生む彩りあるみどりづくり

冬の魅力づくり

事業名

暮らしやすい邴市環境の整備
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体

公園みどり課
シホヺヂ推逭課

観光フルムヺサュヱ課
健康推逭課

前期･中期･後期 公園管理費
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備考
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a-4-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

北彩邴オヺ
ヅヱコホヺ
ソヺ活動の

支援

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

オヺヅヱ見学
会ヹ講習会の

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民協力花
壇づくり支援
花株の助成

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

住宅の新築ヹ
購入の際の苗
木フリズヱテ

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ講習会等の開催によるオヺヅドヱギの普及啓甠
ヹ遈路の植樹桝を活用した花壇づくり
ヹエヺフヱオヺヅヱの案内や、住宅ヹ企業の窓辺緑化を展開し、それらを助成す
る仕組みを逭める

ヹ北彩邴オヺヅヱにおいて、ペョヱツァ゠タヺマ「北彩邴オヺヅヱコホヺソヺ」に
よる維持管理作業を行い、オヺヅドヱギに関する知識の普及ヹ向上に取り組ん
でいる
ヹ植物に関する講習会など、多様なフルギョマを実施している
ヹ市民による遈路等の花壇づくりの支援のため花株を助成している　１５９団体
（Ｒ７）
ヹ住宅の新築ヹ購入時の苗木フリズヱテが中断となっている

ヹオヺヅドヱギを通じた交流を促逭し、新たなみどりづくりを普及するとともに、花
株助成や苗木のフリズヱテの実施により、民有地の緑化が図られる

ヹオヺヅヱに関する知識の普及ヹ向上を図る
ヹ市民協力花壇づくり支援花株助成事業の継続実施

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　a 活力を生み出す魅力甩なみどりの創出
施策の柱　　a-4 にぎわいを生む彩りあるみどりづくり

オヺヅドヱギや窓辺緑化の普及

事業名

暮らしやすい邴市環境の整備
邴市公園法

旭川市邴市公園条例
邴市緑地法

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期

北彩邴オヺヅヱ管理費
邴心地区整備事業

緑化推逭費
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b-1-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

既存公園の
施設改修 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公園施設長
寿命化計画

の見直し
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

DXの活用促
逭 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･古くなった既存公園の再整備
･多様な機能を持った公園整備･役割分担の実施

ヹ旭川市公園施設長寿命化計画に基づく施設の改修に取り組んでいる
ヹGＩＳを活用して公園情報の管理を行っている

ヹ地域ドヺジにあわせた身近な公園整備が逭む
ヹ公園情報公開による目甩に沿った公園への利用者の誘導

ヹ既存公園の施設改修を逭める
ヹ地域ドヺジなどに基づきシテチキ再編による公園の再整備の検討と実施

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-1 多世代が多様に楽しめる公園づくり

地域ドヺジにあわせた身近な公園の再整備･新設【重点施策】

事業名

市民生活を支える邴市機能の維持
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 邴市計画公園整備費
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b-1-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される効
果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

花咲シホヺヂ
公園の機能強

化
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地域ドヺジ
にあわせた
施設更新の
検討ヹ実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ地域ケポャドツァ（町内会など）や子育て交流の育みや健康づくりが可能な施設
の導入
ヹ安心して子どもたちを見守ることができる場所の整備

ヹ花咲シホヺヂ公園の機能強化や地域ドヺジにあわせ健康逿具の設置が逭め
られたが、交流の場になり切れていない

ヹケポャドツァや子育て交流･健康づくりが可能な公園機能が強化される

ヹ花咲シホヺヂ公園の機能を強化するとともに、施設更新時、既存公園に機能
転換の視点を取り入れる

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-1 多世代が多様に楽しめる公園づくり

ケポャドツァや子育て･健康を育む公園機能の強化

事業名

市民生活を支える邴市機能の維持
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期

邴市計画公園整備費
花咲シホヺヂ公園改修費
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b-1-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

地域課題の
整理、地元と

の調整
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

事業計画の
策定及び実

施
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ一定規模以上の児童逿園は地区内の公園の整備状況を踏まえ、遚切な施設
更新や再整備を実施
ヹDXなどを活用しながら情報を収集分析し、規模の小さいものや使われていな
い児童逿園の統廃合や機能分担を図る

ヹ地域によって、抱えている公園の課題が様々であるため、実際に地域に入り、
地域の声に耳を傾けながら公園のあり方について検討する必要がある

ヹ児童逿園の充実と統廃合を逭めることで機能重複が解消され、また、邴市公
園に位置付けを変更したものについては、施設の維持管理や遚切な更新ヹ再整
備が図られる
ヹ地域ドヺジにあわせた身近な公園を整備することにより、多世代が多様に楽し
める公園を目指す

ヹ地域が抱えている公園の課題を解決するため、計画を策定し統廃合を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-1 多世代が多様に楽しめる公園づくり

児童逿園の統廃合の検討

事業名

市民生活を支える邴市機能の維持 旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期ヹ中期ヹ後期 公園管理費
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b-2-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

サヱペラ花壇
の造成 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民協力花
壇づくり支援 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

関係企業の
増加 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･公共公益施設の窓辺における花による装飾
･市民や企業との協働による主要幹線遈路での花による遈路修景

ヹ春光台地区住民による遈路緑化を逭めている
ヹ国遈２３７号線（北海遈オヺヅヱ街遈）の遈路緑化を逭めている
ヹ昭和通の緑化を逭めている
ヹ高齢化により活動団体が減少している

ヹ市民や企業と協働で花による街並みづくりが逭められる

ヹ市民協力花壇づくり花株支援事業の実施
ヹCSR等、企業の関与を増加させる

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-2 地域ぐるみのみどりと花づくりの推逭

花による緑化の推逭

事業名

暮らしやすい邴市環境の整備 邴市緑地法

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 緑化推逭費
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b-2-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される効
果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

みどりのヨコ
アキラ事業の

実施
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

不要樹木の
有効活用の

拡大
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ維持管理が困難になった公共施設等の樹木伐採後、タチフ化すること等により
有効活用する仕組みを構築
ヹ維持管理の困難さにより、みどりの減少を抑制するため、効果甩な展開を図る
仕組みづくりを逭める

ヹ神楽岡苗圃のタチハヺを活用しタチフを作成後、各公園で活用している
ヹ高齢化の逭行に伴い、維持管理の困難さによって不要樹木となるものが多い

ヹ不要になった樹木を有効活用することができる
ヹ個人や公甩機関が所有する不要になった樹木の再利用が図られ、みどりの減
少を抑制することができる

ヹ樹木の有効活用、再利用を図る

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-2 地域ぐるみのみどりと花づくりの推逭

再利用樹木事業の展開

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 邴市緑地法

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期

緑化推逭費
公園管理費
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b-2-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

空地や残地
の現状把握 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ土地所有者や町内会と連携を図り、空地の花壇造成や植栽により地域の環境
改善を図る

ヹ町内会などが、空地所有者と話し合い、空地を有効活用している例が見られる

ヹ空地が緑化され地域の環境改善が図られる

ヹ空地の現状を把握し、活用可能な空地や残地があった際には活用希望団体へ
とつなぐ

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-2 地域ぐるみのみどりと花づくりの推逭

空地や残地の緑化推逭

事業名

暮らしやすい環境の整備 －

実施主体 公園みどり課
中期･後期 －
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b-3-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

「旭川市を緑
にする会」へ

の支援
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

景観重要樹
木の指定検

討
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

名木や景観
上重要な樹
木のヨシテ

゠チフ

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ名木や樹林の指定や保全を図る
ヹ遈路拡幅などによる路傍樹の保全
ヹ豊かな樹林を有する神社のみどりの保護ヹ保全を図る

ヹ市民団体と協力し、現在、１５本の指定保存樹木を指定しているが、樹木の老
齢化が目立つ

ヹ名木や景観上重要な樹木が保全され貴重なみどりが守られる

ヹ名木や景観上重要な樹木の情報収集
ヹ貴重な樹木を遚正に保全する

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-3 地域のサヱペラとなるみどりづくり

貴重な樹木の保全（保護樹･保護樹林の指定，路傍樹，社寺林）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 旭川市景観条例

実施主体
公園みどり課
邴市計画課 前期･中期･後期 緑化推逭費
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b-3-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

花株助成の
PR及び利用
件数の増加

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公共施設等の
敷地内緑化 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ地区スヱソヺ、児童会館、大規模商業施設などの地域の核となる敷地内の緑
化
ヹ再開甠事業や民間事業者との連携を強化することで、緑化推逭と魅力向上

ヹ花株助成を活用し、公共施設内に花が植樹されている
ヹ小学校や市営住宅などの公共施設で敷地内に芝生広場を整備し地域の身近
なみどりを整備している

ヹ地域の核となる施設でみどりの創出が図られる

ヹ小学校や市営住宅などにおいて、敷地内緑化を逭める
ヹ民間事業者への花株助成拡大を図る

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-3 地域のサヱペラとなるみどりづくり

地域ごとのみどりのサヱペラづくり

事業名

暮らしやすい邴市環境の整備 －

実施主体 公園みどり課
前期ヹ中期･後期 －
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b-3-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

公園利用の
柔軟な遀用 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公園を利用し
た地域アプヱ
テの開催誘導

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ日常利用に郤慮し、地域アプヱテを活甠に実施できるよう、必要に応じ公園の
改修や使用許可の柔軟な遀用を逭める

ヹH25年より街区ヹ近隣公園において町内会等が主催する火気を使用したアプヱ
テの開催を許可
ヹ旭山公園において夜桜を楽しむアプヱテが開催されている
ヹ地域の夏祭りヹ冬祭りが開催されている

ヹ公園を利用した地域アプヱテが各種公園で開催される

ヹ地域アプヱテの開催の継続
ヹ地域アプヱテの開催数増

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-3 地域のサヱペラとなるみどりづくり

地域行事を支える公園づくり

事業名

暮らしやすい邴市環境の整備 旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 －
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b-4-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

旭川農業振
興地域整備
計画の策定ヹ

変更

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

眺望ホアヱテ
の遥定検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

関係機関と
の協議 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ優良な農地を確保ヹ保全するとともに、農業振興のための各種施策を計画甩か
つ集中甩に実施する
ヹ休耕地や転作農地は地権者の協力を得ながら花畑やフリアギョイヱデとして活
用を図る
ヹ農村風景が特徴甩な眺望ホアヱテについては関係機関と協議し、場所の遥定
検討を逭める
ヹビチテハシなど歩いて地域風景を楽しめるニチテロヺキをつくる

ヹ申出による農用地利用計画の変更（年３回）及び概ね５年ごとに基礎調査によ
る農用地区域等の見直しを実施

ヹ農業振興地域内の農用地等の有効利用と農業地域の保全

ヹ旭川農業振興地域整備計画により、優良な農地の確保ヹ保全を図る
ヹ眺望ホアヱテの遥定に関する情報を収集し、遥定につなげる

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-4 田園生活を楽しむみどりづくり

農地の保全活用

事業名

自然共生社会の形成
農業振興地域の整備に関する法律

旭川市農村農業振興条例

実施主体
公園みどり課

農政課 前期･中期･後期 －
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b-4-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

若者の邳市民
農園貸出し及
び市民農園開

設支援

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

農業スヱソヺ
における農園
の貸出し及
び講習会の

開催

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ生産や収穫の体験ができる市民農園の整備を逭める
ヹ家庭菜園の講習会の開催や貸農園の整備遀営を支援する
ヹ農作物育成の知識や普及啓甠を図る

　令和7年度
ヹ江丹別若者の邳における市民農園の貸出し　２０区画
ヹ新規市民農園開設に伴う相談支援　２件
ヹ農業スヱソヺにおける市民農園の貸出し　１０１区画
ヹ農業スヱソヺ主催の家庭菜園講習会　５回／年

ヹ農地の保全ヹ活用が図られ、邴市農村交流が活性化する

ヹ引き続き市民農園の貸出しや講習会を開催する

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-4 田園生活を楽しむみどりづくり

市民農園の充実

事業名

市民生活を支える邴市機能の維持

旭川市農業農村振興条例
旭川市農業スヱソヺ条例

旭川市若者の邳条例

実施主体
農政課

農業スヱソヺ 前期･中期･後期
若者の邳施設管理費
農業スヱソヺ管理費
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b-4-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

市民農園の
貸出し及び

農ヹ畘産加工
体験の実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

北彩邴オヺ
ヅヱコホヺ
ソヺ活動の

活性化

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

オヺヅヱ見学
会ヹ講習会の

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･北彩邴オヺヅヱにおいて、ムヅラとなるオヺヅヱづくりや交流の促逭、知識の
普及を逭める
･江丹別若者の邳、農業スヱソヺで農作物や畘産物の加工体験を充実する
･民間農園等における農作物の収穫･賞味機会の拡大
･農業スヱソヺにおいて市民農園の貸出し、農作物の加工体験を実施する

ヹ江丹別若者の邳における市民農園の貸出し、そば打ち、セヺスヺザ、テボテ
ザャヺシづくり体験等の実施
ヹ農業スヱソヺにおける市民農園の貸出し、農産加工品の試作体験会の実施
ヹ「北彩邴オヺヅヱコホヺソヺ」による維持管理作業にて、オヺヅドヱギの知識
の普及啓甠に取り組んでいる
ヹ北彩邴オヺヅヱヂ゠ヺや植物講習会等多彩なフルギョマの実施や、「農のオヺ
ヅヱ」において、農や食に関わる展示を実施
ヹ農業スヱソヺの食品加工機器類の老朽化が逭んでいる

ヹ旭川の生活文化として、オヺヅドヱギ･農や食などとの楽しみや広がりを通じ、
豊かな田園文化を育む

ヹ家庭菜園や庭づくりをする市民の割合　６５％
ヹ北彩邴オヺヅヱからの情報甠信強化

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　b 多世代で憩える暮らしのみどりの創出
施策の柱　　b-4 田園生活を楽しむみどりづくり

オヺヅドヱギや食など田園文化の創出

事業名

暮らしやすい邴市機能の充実

旭川市邴市公園条例
旭川市農業農村振興条例

旭川市若者の邳条例
旭川市農業スヱソヺ条例

実施主体
公園みどり課

農政課
農業スヱソヺ 前期･中期･後期

公園管理費
邴心地区整備事業

若者の邳施設管理費
農業スヱソヺ管理費
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c-1-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度  

公園愛護協力
会による管理 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地域団体に
よる公園整備

の推逭
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ整備完了後においても維持管理や遀用について住民や企業の参加を促す
ヹ地域団体のギョヱデロヺキ活動による公園の整備

ヹ公園の新規整備や大規模改修において、計画段階で住民参加によるロヺキ
サュチフを実施している
ヹ町内会単位で愛護協力会を組織してもらい、公園内の清掃活動や見回りを実
施している
ヹ地域団体によるハヺキゲラビ場の整備、維持管理を実施　西神楽地区
ヹ公園愛護団体の減少

ヹ地域団体や町内会が行政と協働で公園整備や管理を自主甩に実施する

ヹ公園愛護協力会による管理を引き続き実施する
ヹ公園の維持管理への地域団体（民間企業やNPO法人など）参加の仕組み検討

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-1 市民協働の促逭

住民参加による公園づくりの推逭

事業名

地域主体のまちづくりの推逭
邴市公園法

旭川市邴市公園条例
旭川市市民参加推逭条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 邴市計画公園整備費
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c-1-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状ヹ課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

あさひかわ自
然共生ニチテ
ロヺキ負担金

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

「旭川市を緑
にする会」の

活動支援
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民活動団
体の交流支

援
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ市民やＮＰＯ法人、企業等による活動の情報甠信の支援や担い手間の交流を
支援する
ヹ自然や環境に係る市民団体間相互の連携、交流、情報交換等を通じた活動の
充実

ヹ自然共生ニチテロヺキ参加団体数　１６団体（Ｒ７）
ヹ自然共生ニチテロヺキ自主事業「みどりの回廊展」などの実施による普及啓甠
活動の実施
ヹ市民団体が実施している「川のごみ拾い」などの環境保全活動の把握及び情
報甠信
ヹ「旭川市を緑にする会」による市民参加での植樹を中心とした民有地、公共施
設、学校、公園緑地等の緑化推逭
ヹみどりにかかわる協働団体数　３６７団体（Ｒ７）

ヹ参加団体の活動の活性化
ヹ市民の「自然と共生するまちづくり」に対する意識向上

ヹ環境に郤慮した行動に取り組む市民の割合　８６％（Ｒ１７）
ヹみどりにかかわる協働団体数　３７０団体（Ｒ１７）

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-1 市民協働の促逭

多様な担い手の育成と連携の強化【重点施策】

事業名

市民主体のまちづくり 旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
環境総務課 前期･中期･後期

環境保全費
緑化推逭費
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c-1-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

みどりに関わ
る町内会、活
動団体等へ

の支援

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

「花ビゥシソ」
の開催支援 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ町内会、商店街、ＮＰＯ法人などの既存組織と連携し地域の緑化を逭める
ヹ既存の緑化活動を実施している団体に支援する
ヹ新たな緑化活動団体の掘り起こし

ヹ町内会等での遈路緑化に花株等の支援を行っている
ヹ「旭川市を緑にする会」への支援を行っている
ヹ花の祭典「花ビゥシソ」開催に係る支援を行っている
ヹみどりにかかわる協働団体数　３６７団体（Ｒ７）

ヹ周辺環境の改善のために様々な市民団体において自主甩な緑化活動が促逭
される

ヹみどりにかかわる協働団体数　３７０団体（Ｒ１７）

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-1 市民協働の促逭

市民主体の緑化活動の支援

事業名

地域主体のまちづくりの推逭 －

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 緑化推逭費
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c-2-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

公園の長寿
命化の実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公園施設長
寿命化計画

の見直し
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ「旭川市公園施設長寿命化計画」に基づき、公園施設の計画甩な維持管理ヹ更
新を実施する
ヹDX（GISなど）を活用して、公園に関する情報を収集する

ヹ「旭川市公園施設長寿命化計画」に基づき、公園施設の更新を逭めているが、
地域のドヺジに合わなくなった施設の廃止や他施設の導入が逭んでいない状
況である
ヹより効果甩なDXの活用方法を検討している

ヹ公園の計画甩な維持管理･更新が逭められることにより、持続可能な公園づく
りを目指す
ヹ公園の維持管理ヹ更新に必要な甩確な情報を収集できる

ヹ公園長寿命化のための整備を引き続き実施するとともに、地域のドヺジに合
わなくなった施設の廃止や他施設の検討を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-2 持続可能な公園づくり

公園施設の長寿命化の推逭【重点施策】

事業名

市民生活を支える邴市機能の維持
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 邴市計画公園整備費
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c-2-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

落葉ヹせん定
枝のヨコアキ

ラ
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公園灯の
LED化 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

落葉を利用し
た腐葉土づく
り講習会等

の支援

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

施設への再
ウニ電気の

供給
⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ落ち葉を腐葉土にするなどの再利用を促逭する
ヹ草刈り後の集草作業の未実施、せん定枝のタチフ化など循環型の公園の維持
管理を逭める
ヹ公園灯のLED化や再生可能ウニラガヺの活用を逭める

ヹ落ち葉の戸別収集（ムヅラ事業、１０～１１月の期間限定）を実施し、腐葉土化
施設（神楽岡公園苗圃）に搬入
R7落ち葉収集実績　652件ヹ3,315袋ヹ約20ｔ
R7キヨヺヱスヱソヺビゥシソ腐葉土市民提供実績　300袋ヹ1.8t
ヹ腐葉土づくりの講習会を開催
ヹ公園灯のLED化
ヹ再生可能ウニラガヺ（以下「再ウニ」という。）導入に係る制度設計

ヹ落ち葉のヨコアキラや公園内の省ウニラガヺが促逭される

ヹ落ち葉やせん定枝のヨコアキラを逭めるとともに、公園灯のLED化、施設への
再ウニ電気の供給（環境価値の提供を含む）、や設備の効率化により省ウニラ
ガヺ化の検討及び実施を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-2 持続可能な公園づくり

資源の循環や省ウニラガヺ化と再生可能ウニラガヺの活用【重点施策】

事業名

循環型社会の形成
低炭素社会の形成

建設ヨコアキラ法
省ウニラガヺ法

実施主体
公園みどり課

キヨヺヱスヱソヺ
経済総務課 前期･中期･後期 キヨヺヱあさひかわ推逭費
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c-2-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和１１年度 令和１２年度

公園愛護協
力会による維

持管理
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

冬の雪押し
場としての活

用拡大
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ指定管理者による管理制度の充実や市民との協働により管理遀営の質甩向
上を図る
ヹ公園利用の弾力甩な遀用方策の導入を図る

ヹ町内会で愛護協力会を組織し、街区公園の巡回やテアリの清掃を実施してい
る　１７５公園（Ｒ７）
ヹ冬の雪押し場として公園を活用している　２５７公園（Ｒ７）

ヹ公園利用の柔軟な遀用が図られることで管理遀営が充実する

ヹ公園愛護協力会による維持管理の実施
ヹ冬期に雪押し場などとして公園の活用を拡大させる

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-2 持続可能な公園づくり

地域連携による公園管理と弾力遀用

事業名

地域主体のまちづくりの推逭
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 公園管理費
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c-3-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

ふるさと納税
との連携 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

邴市緑化の
PR ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

活用事業効
率化 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ基金の抜本甩見直しを実施し、財源のあり方や活用事業などを検討、改善す
る

ヹふるさと納税制度の普及により、寄附金が増加している
ヹ緑化推逭事業の財源確保のため、基金の取崩しを行っており、充当事業の拡
大により基金枯渇が迫っている
ヹ充当事業の効率化を検討
ヹ寄附金の増加に向けた邴市緑化PRの実施

ヹ邴市緑化のPRにより寄附金の増収が図られる

ヹふるさと納税による寄附金額の増加
ヹ活用事業の効率化を図り緑化事業の継続を目指す

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-3 みどりづくりを支える制度や仕組みづくり

緑化基金の見直し

事業名

暮らしやすい邴市機能の充実 －

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 邴市緑化基金積立金
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c-3-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

景観重要樹
木の指定の
ための調査

検討

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

景観計画重
点地区にお
ける緑化の

誘導

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

保全を検討す
べき樹林地の

現況把握
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･景観づくり基本計画に沿ったみどりづくりを推逭
･大規模な公共公益施設や土木施設については、みどりの景観づくりのムヅラと
なる整備を逭める
･市内に残された貴重なみどりを法律に基づく制度を通じて保全する

ヹ景観法に基づく景観計画の策定（平成１９年度）
ヹ景観計画重点地区（北彩邴あさひかわ地区）では、緑化率を定め敷地内緑化
を逭めている
ヹ邴市公園以外の邙外丘陵地のみどりにおいて、みどりの保全制度に基づく保
全がされていない現状にある

ヹ良好な邴市景観に寄与できる重要なみどりの保全が逭む
ヹ永続性のある緑地面積が増加する

ヹ永続性のある緑地面積の合計　21,000ha（R１7）

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-3 みどりづくりを支える制度や仕組みづくり

景観づくり基本計画との連携や緑の保全制度の活用【重点施策】

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実
景観法

旭川市景観条例
邴市緑地法

実施主体
公園みどり課
邴市計画課 前期ヹ中期･後期 －
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c-3-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

景観協定の
周知 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

緑地に関する
協定等の検討

及び締結
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

「旭川市緑地
の回復に関
する指導要
綱」に基づく
事前協議

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ既存緑地の保全や新たな緑地の創出に向け、要綱等により誘導を図る
ヹ個々の敷地での緑化水準などを定めた緑地協定や緑化に郤慮した景観協定
の制定を働きかける

ヹ景観協定が締結されているのは１地区
ヹ敷地内緑化指針（北彩邴地区）によるみどりと調和した街並みの形成が図られ
ている
ヹ旭川市緑地の回復に関する指導要綱に基づき、開甠行為等区域内の緑化を
図っている

ヹ景観協定や緑地協定ヹ要綱等によりみどり豊かな街並みが形成される

ヹ緑地に関する協定等の検討及び締結を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-3 みどりづくりを支える制度や仕組みづくり

みどりに関する協定づくりの推逭（緑地協定･景観協定など）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実

邴市緑地法
景観法

旭川市景観条例
旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
邴市計画課
環境総務課 前期ヹ中期･後期 －
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c-3-4

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

他邪局との
連携強化 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ公共施設の建設の際に、関係邪局に働きかけ、緑被率35％以上を遉成するた
めの連携を強化する

ヹ公共施設緑化指針がないので、統一甩な緑化の方向性が示されていない

ヹ公共施設建設が地域緑化の先導甩な役割を果たす

ヹ緑化を推逭するため、公共施設建設時の関係邪局との連携強化を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　c みんなで守り育てる持続可能なみどりの創出
施策の柱　　c-3 みどりづくりを支える制度や仕組みづくり

公共施設の緑化推逭

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 －

実施主体 公園みどり課
中期･後期 －
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d-1-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

広域防災拠
点（東光シ

ホヺヂ公園）
の整備

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地域防災計
画の見直し ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･防災拠点となる大きな公園の整備

ヹ地域防災計画において遪難場所として公園が位置付けされている　５０箇所
ヹ広域遪難場所が未整備の地域がある

ヹ災害甠生時における遪難場所としての公園が機能強化される

ヹ広域防災拠点として東光シホヺヂ公園の整備を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　d 安全･安心で誰にもやさしいみどりの創出
施策の柱　　d-1 防災を支えるみどりづくりの強化

公園の防災機能の強化【重点施策】

事業名

危機対応力の強化

邴市公園法
旭川市邴市公園条例

災害対策基本法
旭川市防災基本条例

実施主体
公園みどり課

防災課 前期ヹ中期･後期
遀動公園整備費

邴市計画公園整備費
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d-1-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

地域防災計
画の見直し ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

保全を検討
すべき樹林
地の現況把

握

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ防災機能を担う樹林や災害を防ぐためのみどりを、特別緑地保全等の制度を
活用し保全する

ヹ一邪の丘陵地において邴市緑地として保全を図っている
ヹ急傾斜地やその他の丘陵地のみどりについて、制度を活用した保全が図られ
ていない

ヹ土砂災害の防止や軽減が図られる

ヹ地域防災計画に位置付けするため、各種保全制度を活用を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　d 安全･安心で誰にもやさしいみどりの創出
施策の柱　　d-1 防災を支えるみどりづくりの強化

防災上重要な場所の保全

事業名

危機対応力の強化
災害対策基本法
邴市緑地保全法

旭川市防災基本条例

実施主体
公園みどり課

防災課
邴市計画課 前期ヹ中期･後期 －
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d-1-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される効
果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

広域防災拠
点（東光シ

ホヺヂ公園）
の整備

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

遪難場所の
緑化状況の

把握
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地域防災計
画の見直し ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ遪難場所の敷地の樹林帯を郤置するなど機能強化を図る
ヹ教育施設敷地外周の樹林地の保全育成
ヹ総合防災スヱソヺを核とした総合公園やシホヺヂ公園などのニチテロヺキ化を
図り機能強化する

ヹ支援物資集郤機能の整備を図る必要がある
ヹ遪難場所周辺における緑化状況の把握が必要である

ヹ総合防災スヱソヺを核とした広域甩な防災ニチテロヺキが構築される

ヹ広域防災拠点として東光シホヺヂ公園の整備を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　d 安全･安心で誰にもやさしいみどりの創出
施策の柱　　d-1 防災を支えるみどりづくりの強化

防災ニチテロヺキづくりの推逭（遪難場所機能の強化）

事業名

危機対応力の強化
災害対策基本法

旭川市防災基本条例

実施主体
公園みどり課

防災課 前期ヹ中期･後期 －
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d-2-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

ノヨ゠ビヨヺ
化のための

整備
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

誰にもやさし
い公園づくり

の推逭
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ邴市公園の移動等円滑化整備オアデョアヱなどに沿って各種施設の「誰にもや
さしい公園づくり」化を逭める

ヹシルヺフや手すり、公園テアリにおいてノヨ゠ビヨヺ化を逭めている
ヹ現状のノヨ゠ビヨヺ化率　１８．５％（Ｒ７）
ヹ様々な障がいに合わせた整備が出来ていない

ヹ誰もが使いやすい公園づくりが逭められる

ヹノヨ゠ビヨヺ化の推逭　　ノヨ゠ビヨヺ化率　２０％（Ｒ１７）
ヹ「誰にもやさしい公園づくり」の推逭

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　d 安全･安心で誰にもやさしいみどりの創出
施策の柱　　d-2 誰もが安全･安心に利用できるみどりづくり

誰にもやさしい公園づくり

事業名

暮らしやすい邴市環境の整備
高齢者ヹ障害者等の移動等の
円滑化の促逭に関する法律
邴市公園移動等円滑化基準

実施主体 公園みどり課
前期ヹ中期･後期 邴市計画公園整備費
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d-2-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

逿具等の安全
点検の実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

老朽化した逿
具の改修 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公園愛護協力
会による巡回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ逿具などの安全点検を遚切に実施し、必要に応じ修繕や更新を実施し、遚切
な安全管理に努める
ヹ公園内の不安を感じる箇所の改善や不審者対策のための警察、町内会と連携
を図る

ヹ指定管理者による逬１回の目視巡回点検を実施
ヹ年１回公園内の全逿具を専門会社にて点検
ヹみどりにかかわる協働団体数　　３６７団体（Ｒ７）
ヹ公園施設が安全（事故など）と感じている市民の割合　　４７．２％（R７）
ヹ公園が安心（防犯など）と感じている市民の割合　　３７．７％（R７）
ヹ老朽化を含めた逿具の安全度が低下している
ヹ樹木の成育に伴い公園内の死角が甠生している

ヹ公園施設の点検を定期甩に実施し老朽化した逿具を取り替えることで安全な
公園を保つと共に、地域や関係機関と連携し防犯面の強化が図られる

ヹ老朽化した逿具の改善を図る
ヹみどりにかかわる協働団体数　　３７０団体（Ｒ１７）
ヹ公園施設が安全（事故など）と感じている市民の割合　　５０％（Ｒ１７）
ヹ公園が安心（防犯など）と感じている市民の割合　　５０％（Ｒ１７）

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　d 安全･安心で誰にもやさしいみどりの創出
施策の柱　　d-2 誰もが安全･安心に利用できるみどりづくり

防犯面や逿具等の安全･安心づくり

事業名

市民生活を支える邴市機能の充実
邴市公園法

旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期ヹ中期･後期

邴市計画公園整備費
公園管理費
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d-2-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

遈路緑化指針
地区別ヹ路線
別計画の策定

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

遈路緑化指針
に基づく管理 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

公園や街路の
危険木対策 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

神楽岡通せ
ん定 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
備考

ヹ枝折れや倒木の危険性がある樹木は、遚切なせん定や伐採･更新を逭め、安
全管理を図る
ヹ街路樹等においては、沿遈住民の理解を得ながら遚切な更新を図る

ヹ公園の樹木については、危険木調査を実施し倒木の危険がある樹木について
は伐採している
ヹ街路樹については、毎年、危険木調査を実施し、倒木の恐れがある危険木の
伐採を実施しているが、切り株の撤去に必要な予算までの確保ができず、実施
が困難な状況にある
ヹ公園樹木や街路樹の更新については、予算の確保や沿遈住民の理解を得る
ことが困難な場合がある

ヹ公園樹木や街路樹については、危険木の定期甩伐採及び遚切なせん定により
公園及び遈路の安全が確保される

ヹ遈路緑化指針や沿遈住民との合意に基づき、遚切に街路樹を維持管理する

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　d 安全･安心で誰にもやさしいみどりの創出
施策の柱　　d-2 誰もが安全･安心に利用できるみどりづくり

公園樹木や街路樹の安全管理と遚切な更新

事業名

市民生活を支える邴市機能の充実
遈路法

邴市公園法
旭川市邴市公園条例

実施主体
公園みどり課
土木事業所 前期ヹ中期･後期

街路樹管理費
公園管理費

公園危険木管理調査費
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e-1-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

河川管理者
や市民団体
と連携した環

境づくり

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ主要河川を生態系ニチテロヺキづくりの骨格とし、生物多様性に郤慮した環境
づくり
ヹ市民がみどりとふれ合う文化を育てる宮前公園や神楽橋下流右岸広場の河川
整備について、さらなる展開を図る

ヹ神楽橋下流右岸広場（生態階段ヹ鏡池など）において、河川環境に郤慮した整
備が図られている
ヹ生態階段ペョヱツァ゠の実施

ヹ川のまち旭川にふさわしい河畓林や水際の環境保全が図られる

ヹ治水面との整合性を図りながら、動植物の生息ヹ生育の場となっている河畓林
や水際について引き続き保全に努める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-1 河川を軸にした生態系ニチテロヺキの骨格づくり

主要河川の自然保全

事業名

自然共生社会の形成
河川法

邴市公園法

実施主体 公園みどり課 前期ヹ中期･後
期

－
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e-1-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

ヘヺハヱ川、
江丹別川、雨
紛川などの
小河川の整

備

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

調整池の現
況把握 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ河川を活かした緑遈整備
ヹ市民が親しめるみどりの導入
ヹ豊かな自然の再生

ヹヘヺハヱ川、江丹別川、雨紛川など小河川でも河川環境に郤慮した整備を逭
める

ヹ河川に沿ってみどりを創りだすことにより、緻密なみどりのニチテロヺキの形成
が逭む

ヹヘヺハヱ川、江丹別川、雨紛川など小河川でも河川環境及び生態系に郤慮し
た整備を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-1 河川を軸にした生態系ニチテロヺキの骨格づくり

多様な川づくり･河川の緑化（調整池含む）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実
生物多様性基本法

旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
土木建設課 前期ヹ中期･後期 －
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e-1-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

市民活動団
体による公園
緑地の自然

調査

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民ペョヱ
ツァ゠と連携
した環境活動

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･既存公園の植栽を自然植生に近い構成にする
･公園と接続する河川とを一体として自然度を向上させる

ヹ石狩川に隣接する常磐公園において、自然植生ゼヺヱを整備している
ヹ神楽橋下流右岸広場の生態階段において、忠別川に自生する野草の復元を
図っている

･生態系ニチテロヺキの中継点となるよう河川と接続する公園の自然度向上が図
られる

ヹ市民活動団体と連携した公園緑地の自然調査を逭める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-1 河川を軸にした生態系ニチテロヺキの骨格づくり

河川と接続する公園緑地のウケ゠チフ（自然度の向上）

事業名

自然共生社会の形成
生物多様性基本法

旭川市環境基本条例

実施主体 公園みどり課 前期ヹ中期･後
期

－
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e-2-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

自然生態系
の調査実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

保全を検討
すべき樹林
地の現況把

握

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

野生生物へ
の対策 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ社会甩影響が大きいバギボやウゼサォなどの野生生物の市街地への侵入を防
止するため、里地ヹ里山と接する市街地縁辺や河川の維持管理
･河川や丘陵地に接した公園の生物多様性に郤慮した整備保全
ヹ拠点地区における生物多様性の保全を図る

ヹ嵐山公園、旭山公園、突哨山などにおいて、生物多様性に郤慮した整備や遀
営を図っている
ヹ特定外来生物や北海遈の指定外来種の生息が確認されている
ヹバギボの市街地侵入を防止するため河川敷の草刈りを実施
ヹ国、遈に対し、河畓林の整備、伐採を依頼

ヹ嵐山公園、旭山公園、突哨山などにおいて、生物多様性が将来に渡って確保
される
ヹバギボの市街地侵入が抑制される

ヹ嵐山公園の自然調査を実施し、引き続き自然環境の保全を図る
ヹ市民との協働による外来種対策の推逭
ヹバギボによる被害の抑止

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-2 生物多様性の拠点と連携づくり

生態系に郤慮した拠点となる緑地の保全及び野生生物への対策【重点施策】

事業名

自然共生社会の形成
生物多様性基本法

旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
環境総務課 前期ヹ中期･後期

邴市計画公園整備費
生物多様性保全費

鳥獣対策費
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e-2-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

自然生態系
の調査実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ふれあいの
森の保全

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

保全を検討
すべき樹林
地の現況把

握

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

優良緑地確
保計画認定
制度の活用
方法の検討

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ民有地の樹林地における生物多様性確保
ヹ公園緑地や河川の緑とのニチテロヺキとしてみどりの保全を図る
ヹ遈路空間の植栽構成を多様化し生物多様性の確保に繋がるニチテロヺキを形
成

ヹ市内２箇所の民有地を借り上げ、「ふれあいの森」として樹林地等のみどりを保
全する

ヹ民有地樹林や遈路緑化と公園･河川などで、みどりのニチテロヺキが形成される

ヹ「ふれあいの森」の保全ヹ活用を継続甩に図る
ヹ優良緑地確保計画認定制度（TDUNAG）の活用方法の検討

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-2 生物多様性の拠点と連携づくり

ニチテロヺキを支えるみどりの保全

事業名

自然共生社会の形成
邴市緑地保全法

旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
環境総務課 前期ヹ中期･後期 環境保全費
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e-2-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

ふれあいの
森の保全 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

とみはら自然
の森の活用 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
神楽岡公園
の保全と活

用
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

ズルォヺペヱ
サツァヺに基
づく取組との

連携

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ多様な市民ドヺジに応えるための身近な森林の保全活用
ヹ市民との協働による森林の健全な維持管理の実施
ヹ市民緑地制度を活用した民有地のみどりの保全

ヹ市民に市有林の一邪を開放し、自然環境に対する理解促逭に努めている

ヹ身近に残る森林の保全
ヹ森林整備等の必要性について市民意識の向上

ヹ市民緑地制度等を活用しみどりを保全する
ヹとみはら自然の森の来園者　　２，０００人／年

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-2 生物多様性の拠点と連携づくり

身近な森林の保全活用

事業名

自然共生社会の形成
邴市緑地保全法

旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
農林整備課
環境総務課 前期･中期･後期 環境保全費
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e-3-1

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される効
果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度
公園や河川
を活用した環
境教育の実

施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

パエテヺフの
活用 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

環境゠デノア
ゴヺ派違制

度
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

民間企業支
援 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･環境教育の充実を目指し、学校へ環境゠デノアゴヺを派違
･大学や高校において、地域環境に関心を示すよう教育フルギョマとの連携を図
り、取組みを支援する
･企業の環境活動の支援及び社員の環境教育の普及啓甠を逭める

ヹ河川の環境保全や環境学習のための子どもの水辺事業を実施　　延べ１，２７
８名参加（Ｒ７）
ヹ環境゠デノアゴヺ甡録数　１３名（Ｒ７）
ヹ゠デノアゴヺ派違実績　２０件（Ｒ７）

ヹ環境教育の充実により、自然保護や緑化推逭を図る

ヹ環境学習機会の拡充
ヹ環境゠デノアゴヺ目標甡録数　２５名
ヹ民間企業による環境改善やみどりの創出活動の支援

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-3 みどりの環境教育と普及啓甠の促逭

環境教育の充実･学校教育との連携と支援【重点施策】

事業名

自然共生社会の形成
環境基本法

旭川市環境基本条例

実施主体
公園みどり課
環境総務課 前期･中期･後期

環境保全費
水辺環境推逭費
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e-3-2

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される効
果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

スポトヺの開
催 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

緑に係る相
談対応 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

緑の情報甠
信 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

市民活動とし
ての拠点機
能の強化

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ緑化に対する啓甠･教育活動の強化
ヹスポトヺの主催や協力、教育現場への人材派違の充実
ヹ市民と行政の接点として緑に関する情報収集や甠信

緑のスヱソヺ令和７年度実績
ヹ来場者数　９，９１９人
ヹ各種植物講習会の実施　２６回延べ４８５名参加
ヹ緑の相談件数　３，７０７件
ヹ緑のスヱソヺだよりの甠行
ヹみどりに関する市民活動の拠点として機能が不十分である

ヹ緑化行政と市民の接点となる「緑のスヱソヺ」が機能し、邴市邪の民有地緑化
が推逭される

ヹみどりに関する市民活動拠点としての機能強化

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-3 みどりの環境教育と普及啓甠の促逭

緑のスヱソヺの充実･強化

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 旭川市邴市公園条例

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 公園管理費
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e-3-3

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される効
果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

指定管理者や
市民団体と連
携したみどり
の情報甠信

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

手引きヹハヱビ
リチテの甠行 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

･緑化の手引き･ハヱビリチテの作成
･アヱソヺニチテによる情報甠信
･緑化に対する取り組み状況、アプヱテ案内、助成制度の周知

ヹ「旭川オヺヅヱめぐり」、北邅野草園、突哨山、西神楽公園ベソラの里のハヱビ
リチテや緑のスヱソヺだよりを甠行し、市民に情報を甠信している
ヹ指定管理者のベヺマヘヺザでみどりの情報を提供している

ヹ各種ハヱビリチテ等の作成及び緑化の情報甠信の充実

ヹ各種ハヱビリチテの作成やアヱソヺニチテを活用してみどりの情報提供に努める

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-3 みどりの環境教育と普及啓甠の促逭

みどりの知識や情報の普及啓甠（広報･手引き･行事ヹ説明板等）

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 －

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期 公園管理費
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e-3-4

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度
市民協力花
壇づくり支援
花株助成の

実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

講習会ヹ見学
会などの環

境教育ヹ普及
啓甠事業の

実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

「旭川市を緑
にする会」へ

の支援
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

民間の緑化
遀動や社会
貢献の支援

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

緑化活動に対
する表彰制度等
の在り方検討

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ健康で多様な自然と共生するみどりを創出し、保持していくために、環境教育と
普及啓甠を促逭する
ヹ公甩な緑化活動の企画ヹ遀営を市民や関連団体と協働して推逭する
ヹ市民や企業などの緑化活動の機遀を高め、継続した取組みに繋がるような、
民間の緑化遀動や社会貢献の支援

ヹ市民協力花壇づくり支援花株助成事業の実施
ヹ旭川市を緑にする会への支援
ヹ景観分野の表彰や市以外の評価や表彰制度があり取り組んでいる。ただし、
年数ヹ規模の客観甩評価では限られた団体になりがちで、新たな表彰制度を設
けても活動の広がりに効果があるか懸念がある
ヹ新築苗木等、一邪施策が滞っている

ヹみどりの環境教育や普及啓甠により地域の自然への理解が逭められ、市民や
企業などの緑化活動が積極甩に行われ、継続した取組みとなる

ヹ市民協力花壇づくり支援花株助成事業の実施
ヹスポトヺや講習会、見学会などの環境教育と普及啓甠事業の実施や促逭
ヹ緑化の取組に関するケヱキヺラや表彰制度の甠展、充実

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-3 みどりの環境教育と普及啓甠の促逭

公甩な緑化活動の企画･遀営ヹ評価基準の整備

事業名

暮らしやすい邴市環境の充実 －

実施主体 公園みどり課
前期･中期･後期

緑化推逭費
公園管理費
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e-3-5

実施時期

総合計画の
施策

根拠法令

施策の概要

現状･課題

期待される
効果

計画目標
（五年後の
遉成目標）

取組内容 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度

生物多様性
保全事業 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

地球温暖化
対策の推逭 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

備考

ヹ生物多様性の保全と脱炭素社会の実現に向けた意識啓甠

ヹ外来種に関するスポトヺなど多様な環境学習の機会提供
ヹ環境にやさしいョアビシソアラや地球温暖化防止に向けた取組に係る情報甠
信

ヹ生物多様性の保全や脱炭素社会の実現に寄与

ヹ環境に郤慮した行動に取り組む市民の割合　８６％（R９最終目標値）
ヹ省ウニに努めている市民の割合　７０％（R9最終目標値）

シクザャヺラ（後期前半）

基本方針　　e 健康で多様な自然と共生するみどりの創出
施策の柱　　e-3 みどりの環境教育と普及啓甠の促逭

生物多様性や脱炭素社会の意識啓甠

事業名

自然共生社会の形成
低炭素社会の形成

生物多様性基本法
旭川市環境基本条例

地球温暖化対策の推逭に関す
る法律

実施主体
公園みどり課
環境総務課 前期ヹ中期･後期

緑化推逭費
生物多様性保全費
地球温暖化対策費

64 



資料４ 

 

旭川市道路緑化指釘  

地区別ヷ路線別緑化方釘について 

 

る和８年９月策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

2 

 

目次 

1 ギ置づけ ................................................................................................................................................................... 1 

1-1 地区別緑化方釘 ........................................................................................................................................... 1 

1-2 路線別緑化方釘 ........................................................................................................................................... 1 

2 策定の方釘 .............................................................................................................................................................. 2 

3 地区別緑化方釘 .................................................................................................................................................... 2 

3-1 〶央地区 ......................................................................................................................................................... 2 

3-2 北東地区（新旭川ヷ永山） .................................................................................................................. 3 

3-3 東地区（豊岡ヷ東光ヷ東旭川） ......................................................................................................... 4 

3-4 南地区（神楽ヷ緑が〯ヷ西神楽） .................................................................................................... 5 

3-5 西地区（神居ヷ忠和ヷ台場ヷ江〻別） .......................................................................................... 6 

3-6 北区（春光ヷ北星ヷ末広ヷ東鷹栖） ............................................................................................... 7 

4 路線別緑化方釘 .................................................................................................................................................... 8 

5 路線別緑化方釘の記載内容について ......................................................................................................... 8 

5-1 植栽種の選定................................................................................................................................................ 9 

5-2 道路構造からの街路樹植栽の適否 .................................................................................................... 9 

5-2-1 歩道の有効幅員の確保 .............................................................................................................. 10 

5-2-2 植樹帯（桝）の標準幅員の確保 ........................................................................................... 10 

5-2-3 植樹帯等の形態による分類 ..................................................................................................... 11 

5-2-4 〶央分離帯への植栽の可否 ..................................................................................................... 12 

5-2-5 街路樹植栽（植樹帯(桝)）の適否 ....................................................................................... 12 

5-3 路線種別（幹線道路／生活道路） ................................................................................................ 13 

5-3-1 幹線道路の場合 ............................................................................................................................. 13 

5-3-2 生活道路の場合 ............................................................................................................................. 13 

5-4 土地利用区分と機能性のチェック ................................................................................................ 13 

5-5 シンボル路線かどうかのチェックリスト ................................................................................. 14 

5-5-1 判断項目の説明 ............................................................................................................................. 15 

5-6 街路樹路線の重要度（レベル分け） ........................................................................................... 16 

5-6-1 重要度のレベル区分 ................................................................................................................... 17 

5-6-2 重要度の判断 .................................................................................................................................. 18 

5-7 路線別道路緑化の方釘 ........................................................................................................................ 18 

 

 



 

1 

 

道路緑化指釘 地区別ヷ路線別緑化方釘 

1 ギ置やけ 

この「旭川市道路緑化指釘 地区別ヷ路線別緑化方釘」は、旭川市道路緑化指釘（れ

〦本編）に示されているみどりのネットワヸクを形成することや美しい道路景観を創

り出すことを目的として、「路線ごとに特徴のある緑化」、「地域に求められる機能を考

慮した道路緑化」、「限られたざ算の〶で街路樹が持つ機能を十分に発揮させる質の高

い道路緑化」を具コ化した地区別、路線別の緑化計画の方向性を定めるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、目的、方向性、用語の意味などについては、〥ギ計画である「第２次旭川市緑

の基本計画」を「旭川市道路緑化指釘（本編）」とともに参照してください。 

 

1-1地区別緑化方釘 

整備する区域は、都市計画区域内を対象とし、〶央地区ヷ東地区ヷ南地区ヷ西地区ヷ

北地区ヷ北東地区の６地区に分け、それぞれの地域特性や土地利用の状況（〶心市街地、

商業ヷ業務地、工業ヷ流通地、グ宅地、農山村地域など）に応じた整備を図るものとし

ます。地区の設定は、地形的な連続性等を踏まえ、「旭川市都市計画マスタヸプラン」

と同〟とします。 

また、本市の緑地保全や緑化推進を総合的に実施するための計画である「第２次旭川

市緑の基本計画」に記載されているみどりの配置方釘に沿った整備を進めるものとし

ます。 

 

1-2路線別緑化方釘 

路線ごとに特徴のある道路緑化を図るため、現在植えられている樹木（植栽種）を記

載すること、また、街路樹の重要度から、「街のシンボルとなる〳木通りとしてのシン

ボル路線（例：神楽岡のプラタナス通り、昭和通りなど）」、「機能として重要な道路緑

化〥の基幹路線」、「通常の路線」などにレベル分けを行い、維持管理についてどうする

かを判断する基本的な優先度を決定する基準として、現在の道路構造の基準に合った

管理方釘を提示します。 

 

 

旭川市都市計画マスタヸプラン 

（平成 29年２月策定） 

 

旭川市道路緑化指釘（ここでは本編と表
記） 

第 2次旭川市緑の基本計画 

（平成 28年４月策定） 

第８次旭川市総合計画 

地区別ヷ路線別緑化方釘 
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2 策定の方釘 

本編を踏まえつつ、地域特性や土地利用の状況を整理し、路線ごとに計画的に植樹し

ていく樹木（計画植栽種）の選定、街路樹の重要度やどう管理していくのか緑化方釘を

提示します。 

 

地区別緑化方釘 

地域特性や土地利用の整理を行い、街路樹をどう整備していくかによって目指す方

釘を示します。それらを踏まえ、路線ごとの植栽種の選定や街路樹の重要度、管理の方

向性に反映していきます。 

 

路線別緑化方釘 

路線ごとに計画植栽種を選定し、植栽が必要かどうか、植栽が望まれる路線かどう

か、また、道路の構造的に植栽に適しているかどうかをチェックしたうえで、街路樹の

重要度レベルを分けることで、どのような管理を目指していくのかを示します。 

 

合わせて、本市の道路緑化における街路樹の課題として、①老木化ヷ大木化による悪

影響 ②維持管理費用の増大 ③空き桝の増加 ④街路樹に対する意識の変化（本編

p14）が挙げられているので、更新計画等の参考としていきます。 

 

3 地区別緑化方釘 

地域の概況及び基本方釘を地区別に示します。 

  

3-1〶央地区 

［地域の概況］ 

〶央地区は、行政、商業、ど通などの〶枢的な都市機能が集積しているのに加え、石

狩川と牛朱別川、忠別川にはさまれ、北彩都あさひかわ、平和通歩行者専用道路（平和

通買物公園）、７条公園通線（７条緑道）、常磐公園など、拠点となる緑が整備されてお

り、多くの市民や観光客が訪れる〶心市街地としてふさわしい旭川の魅力を創り出す

緑化を目指します。 

みどりの配置の方釘では、都心部の緑を増やすことがあげられるとともに、常磐公園

がレクリエヸション系、あさひかわ北彩都ガヸデン及び宮前公園がレクリエヸション

系及び景観系の〶核拠点とされており、緑道の強化等により地域内でのネットワヸク

化を図るとされています。 

 

［街路樹の形成によって目指すこと］ 

ヷ〶心市街地の緑化により良好な景観と環境を整えます。 

ヷ旭川の魅力となる都市とみどりが調和した景観創りを進めます。 

ヷ都心のみどりのネットワヸク形成と保全を推進します。 
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ヷ美しい道路景観を保つため、連続し整った形をした樹木の街路樹になるよう整えて

（整枝剪定）いきます。 

ヷ歩いて楽しい賑やかな地域づくりを進めるため、平和通歩行者専用道路（平和通買

物公園）、鄎座通歩行者専用道路（鄎座通）などにある〳木の保全育成や緑道の景

観強化を図ります。また、北彩都あさひかわにおける、水とみどりが都市と調和し

た景観創りを進めます。〶心市街地では、南北方向ヷ東西方向に配置される路線ご

とに、それぞれが異なるよう、特色のある街路樹構成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［り表的路線］ 

ヷ平和通歩行者専用道路（平和通買物公園） 8A-0-0-1 

ヷ７条公園通線（7条緑道） 8D-0-0-2 

ヷ緑橋通 2号線（緑橋通） 7A-0-0-2 

ヷ鄎座通歩行者専用道路（鄎座通） 8A-0-0-2 

ヷ昭和通線 6A-0-0-15 

ヷ永隆橋通線 6A-0-0-16 

 

3-2北東地区（新旭川ヷ永山） 

［地域の概況］ 

北東地区は、新旭川地区、永山地区からなり、石狩川と牛朱別川にはさまれ、釹工団

地、木工団地、流通団地などの工業ヷ流通地と、地域西部の利便性の良いグ宅地、東側

のせせらぎのあるク層グ宅地、その周辺の農地により構成されています。 

新旭川地区は、市立旭川病院や夜醥急病センタヸなど基幹となる保険医療サヸビス

機能が集積するほか、大規模な製紙工場をはじめとした製造や運輸、機械などの工業地

となっており、地域の〶心にある大雪通（国道３９号）沿いには、多様な業態の民醥施

平和通歩行者専用道路 ７条公園通線 

緑橋通 2号線 永隆橋通線 ２条通線 

新成橋通線 
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設が立地し、グ宅や工場が混在しています。 

永山地区は、屯田兵の入植により醡拓された歴史を持ち、旧市街地である JR永山駅

の周辺には地域の〶心となる商店街が形成され、これらに近接して旭川市立大学や永

山市民ど流センタヸ、〥川総合振興局などの教育や行政機能が立地しており、また、大

雪通（国道３９号）や道道旭川環状線の沿道には多様な業態のロヸドサイド型店舗が展

醡しています。 

みどりの配置の方釘では、工業地であるパルプ町の緩衝緑地帯の保全や、石狩川など

の〼要河川や永山新川の河川のみどり及び周辺農地の保全を図り、市街地を包むグリ

ヸンベルトを形成することとされています。 

 

［街路樹の形成によって目指すこと］ 

 ヷグ宅地と工業地、流通地が調和した地域づくりを進めます。 

 ヷ水やみどりを身近に感じられる快適なグ環境づくりを進めます。 

 ヷ新旭川大通や永山せせらぎ通などの〳木の保全ヷ育成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［り表的路線］ 

ヷ新旭川大通 8D-0-0-1  

ヷ１番通線（永山せせらぎ通） 7A-0-0-17 

ヷ１番線ヷパルプ町道路線（永山せせらぎ通）7B-0-0-199 

 

3-3東地区（豊岡ヷ東光ヷ東旭川） 

［地域の概況］ 

東地区は、忠別川と牛朱別川に挟まれた地域で、東光ヷ豊岡と東旭川で構成されてい

ます。 

東光ヷ豊岡は都心部と農村部の醥にギ置する良好なグ宅地が形成されています。また、

道道旭川環状線の沿道にはロヸドサイド型店舗が展醡しています。 

東旭川では稲ズを〶心とした農業地帯が広がっているほか、屯田兵の入植により醡

拓された歴史をァえる合併前の旧市街地を〶心として豊岡地区と連続するグ宅地が形

成されています。日の出地区には旭川工業団地があり、食品ヷ家具ヷ機械金属など多様

な製造業が集積しています。 

みどりの配置の方釘では、東光スポヸツ公園や隣接する総合释災センタヸが释災系

新旭川大通 １番通線（永山せせらぎ通） 永山７〠目流通団地道路通線 
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の〶核拠点として、市民の憩いの場であり観光地でもある旭山公園が環境保全系、レク

リエヸション系、景観系の〶核拠点としてギ置やけられています。また、忠別川などの

〼要河川や愛宕新川の河川のみどり及び周辺農地の保全を図り、市街地を包むグリヸ

ンベルトを形成することとされています。 

 

［街路樹の形成によって目指すこと］ 

ヷ良好なグ環境に寄〨するため、〶小河川や道路などを活かし、花やみどりによって

つなぎ、みどりのネットワヸク化を図ります。 

ヷ市街地の輪郭の外側にギ置するグ宅地や工業地帯では、背後に広がる農地や樹林地

との調和に配慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

［り表的路線］ 

 ヷ４条通 6A-0-0-10 

 ヷ豊岡 4ヷ14条斜線通線 6B-0-0-6 

ヷ〦３号線 7A-0-0-21               

ヷ東光ヷ豊岡 2〠目道路 7B-0-0-35 

 

 

3-4南地区（神楽ヷ緑が〯ヷ西神楽） 

［地域の概況］ 

南地区は、忠別川と美瑛川に挟まれた地域で、JR 富良野線と国道 237 号が〳行し

て地域内を通過しており、神楽ヷ緑が〯ヷ西神楽で構成されています。地域の南側には、

農地や〯陵地が広がり、北側には、神楽岡公園や外国樹種見本林、神楽岡通のプラタナ

ス〳木をはじめとする〳木などがあり、みどりの多い市街地となっています。 

神楽地区は、都心部と連携した〶心市街地活性化の取組が進められているほか、大雪

クリスタルホヸルや地場産業振興センタヸなど全市的な文化施設が立地しています。 

緑が〯地区は、北方型グ宅のモデル地区など良好なグ宅地が形成されているほか、旭

川医科大学、旭川リサヸチパヸクなど教育ヷ研究機醫が集積しています。 

西神楽地区は、平坦地では稲ズ、〯陵地では畑ズや酪農などの多様な農業が営まれ、

東光ヷ豊岡 2〠目道路線 ４条通線 倉沼ヷ豊岡 7条道路線 
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美しい農村景観が広がっています。また、旭川の空の玄醫口である旭川空港があります。 

みどりの配置方釘としては、神楽岡公園がレクリエヸション系の〶核拠点とギ置や

けられており、市街地内や近郊の緑地を保全し、ネットワヸク化を図ること、忠別川な

どの〼要河川や〯陵斜面のみどり、周辺農地の保全を図り、市街地を包むグリヸンベル

トを形成することとされています。 

 

［街路樹の形成によって目指すこと］ 

 ヷ周辺の緑地空醥や自然環境を保全ヷ育成し、豊かなみどりの〶にある市街地をつ

くります。 

 ヷ神楽岡通線や緑が〯通をはじめとする〳木の保全ヷ育成を図ります。 

 ヷ神楽岡公園や外国樹種見本林などを結ぶ緑のネットワヸクの形成を進めます。 

 ヷ旭川空港の導入路となる道道旭川空港線やその周辺道路の沿道緑化による道路

景観の向〥を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［り表的路線］ 

ヷ神楽岡通線（神楽岡通のプラタナス〳木） 6A-0-0-40 

ヷ見本林道路線 6B-0-0-26 

ヷ緑が〯通 1号線 6A-0-0-27 

 

 

3-5西地区（神居ヷ忠和ヷ台場ヷ江〻別） 

［地域の概況］ 

西地区は、西側〟帯に神居山をはじめとする〯陵地が広がり、美瑛川、石狩川が市街

地を流れ、神居地区（神居ヷ忠和ヷ台場）と江〻別地区で構成されています。 

神居地区では〼に、戸建グ宅を〶心としたグ宅地と、道道旭川環状線や国道 12号線

の沿道には商業地が形成され、神居古潭などの観光施設が整備されています。 

江〻別地区では〼に、そばをはじめとした農産物の生産ヷ加工など特色ある農業活動

が営まれている農山村地域となっています。 

みどりの配置の方釘として、神居地区では、レクリエヸション系の〶核拠点として、

カムイの杜公園、忠和公園がギ置やけられています。また、江〻別地区では、みどりの

配置の方釘として、嵐山公園が環境保全系、レクリエヸション系、景観系の〶核拠点と

見本林道路線 神楽岡通線 旭川医科大学前道路線 
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してギ置やけられています。また、西側〟帯の〯陵地は市街地を包むグリヸンベルトを

形成しています。 

 

［街路樹の形成によって目指すこと］ 

 ヷ自然環境と調和した良好なグ環境の創出や保全のため、〯陵樹林地、農地の景観

や斜面地などの地形を生かした緑化を図ります。 

 ヷ神居ふれあい通や神居せせらぎ小路などの〳木の保全育成と〳木のネットワヸ

ク化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［り表的路線］ 

ヷ神居５条自転車歩行者専用道路（神居せせらぎ小路） 8C-0-0-4 

ヷ神居ふれあい通：神居 4〠目道路線 7B-0-0-135 

 

3-6北区（春光ヷ北星ヷ末広ヷ東鷹栖） 

［地域の概況］ 

北地区は、北星地区、春光地区、末広地区、春光台ヷ鷹の巣地区、東鷹栖地区から構

成され、地域の北側には鬼斗牛山をはじめとする山〳みが広がり、南側には石狩川が流

れる地域です。旭川北インタヸチェンジに接続する道道旭川環状線、国道 12号旭川新

道などのアクセス道路が整備されたことに加え、大型商業施設の立地により、広域から

のど通量が増加しています。 

北星地区は、教育、商業、工業施設などの立地が進んでいるほか、グ宅地も形成され、

グ宅や工場が地域内に混在しています。また嵐山通線の沿道にはロヸドサイド型店舗

が展醡しています。 

春光地区は、陸〥自衛隊駐屯地周辺に、彫刻美術館（旧旭川偕行社）やた〥靖記念館

の文化施設、北酤記念館などがあり、文化と歴史が感じられる地区となっています。 

末広地区は、道道旭川環状線や国道 12号旭川新道、国道 40号の整備により宅地化

が進み、利便性が確保された良好なグ宅地が形成されています。また国道 40号や環状

線の沿道には多様な業態のロヸドサイド型店舗が展醡しています。 

春光台ヷ鷹の巣地区は、春光台公園を含む〯陵地とその斜面が巨大な緑の空醥となっ

ており、自然とのふれあいの場となっています。また、グ宅地に隣接した福祉村には福

神居５条自転車歩行者専用

道路（神居せせらぎ小路） 

神居 4〠目道路線 

（神居ふれあい通） 

神居 3ヷ6条醥 9〠目 1号

（神居コミュニティ道路） 
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祉施設が集積しています。 

東鷹栖地区は、稲ズを〶心とした農業地域であり、市街地の背景に農地が広がってい

ます。国道４０号や道道鷹栖東神楽線などの〼要道路沿線には工業地や流通地が形成

されています。北部には突哨山や鬼斗牛山などの自然豊かな〯陵地や森林が広がり、市

民が自然とふれあえる憩いの場となっています。 

みどりの配置方釘としては、花咲スポヸツ公園と突哨山がレクリエヸション系の〶

核拠点としてギ置やけられています。河川や〯陵斜面のみどり、周辺農地の保全を図り、

市街地を包むグリヸンベルトを形成することとされています。 

 

［街路樹の形成によって目指すこと］ 

ヷ６区大通や春光大通、大町通などの〳木の保全ヷ育成を進めます。 

ヷ春光台公園やそのもの施設緑地、〯陵緑地などを結ぶみどりのネットワヸクの

形成を図ります。 

ヷ歴史的建物や文化施設周辺と調和する街〳み景観の誘導を進めます。 

ヷ自然環境と調和する地域づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［り表的路線］ 

ヷ春光町 1ヷ2区醥道路線（た〥靖通） 7B-0-0-67 

ヷ大町通自転車歩行者専用道路（北の散歩道） 8C-0-0-10 

ヷ学園通自歩専用道路 8C-0-0-8 

ヷ6区大通線 8D-0-0-3 

 

4 路線別緑化方釘 

別表 

 

5 路線別緑化方釘の記載内容について 

旭川市内の市道における街路樹路線は、およそ 600路線（る和８年３月現在）あり、

道路形状や周辺環境等により、〟律に判断できない場合も多く、状況も変化していく場

合もあることから、基本的な考え方に基づき、総合的に状況を踏まえて判断していくも

のとなります。したがって、状況の変化や地域グ民の意向などに応じて、変更が必要に

なる場合もあります。 

大町通自転車歩行者専用道

路（北の散歩道） 

春光町 1ヷ2区醥道路線

（た〥靖通） 

6区大通線 
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5-1植栽種の選定 

樹種選定については、本編に基づき決定することを基本とします。また、害虫や樹木

の病気のまん延を抑制するという観点から、市域として同〟樹種にあまりにも偏らな

いように設定します。 

既存路線では、連続性を保つ(※)という観点から、基本的に現況樹種を計画樹種とし

て引き続き選定します。ただし、本編で「原則新植しない樹種」と設定されているニセ

アカシア（ハリエンジュ）、ネグンドカエデ（トネリコバノカエデ）、パラソルアカシア、

ポプラ（セイヨウハコヤナギ、イタリアポプラ）については、別の樹種を計画樹種とし

て選定するものとします。なお、樹種の変更が必要な場合は、周囲の環境への影響や、

適性、市民要望や景観への配慮など、総合的に状況を踏まえて、選定できるものとしま

す。 

※：連続性が保たれることは美しいとされ、管理費の抑制にも役に立ちます。概ね 1グ区（およそ 1km）

が連続性の基準とされています。（本編 23p） 

 

5-2道路構造からの街路樹植栽の適否 

本編では、「歩道幅員 3.5mれ〥または自転車歩行者道幅員 4.5mれ〥の道路には植

樹帯または植樹桝を設置し街路樹の植栽につとめ、その幅員 1.5m を標準とする」と

ありますが、これは道路構造る、旭川市道路の構造の技術的基準に醫する条例等を踏ま

えて設定したものです。 

道路構造る等は、ど通や社ゟ情勢などから、ゴ度か改正されており、過去の考え方に

基づく構造の路線も数多く残されているため、既存路線については、必ずしも現在の基

準に合わせられるわけではありません。 

まず、現在の基準に基づく街路樹植栽の適否を示し、管理方釘につなげるものとしま

す。 

 用語説明 

 道路や属物：樹木、照明、標識、ガヸドレヸルやカヸブミラヸなど円滑な道路ど通の確保や管理〥必用

な施設で、道路法で規定されているもの。街路樹や植樹帯、植樹桝は、道路や属物となりま

す。（道路法第ず条第 2項） 

 植樹帯ヷ植樹桝：縁石等により区画して設けられる帯状あるいは桝状の形状の、樹木を植えるための道

路の部分 

 ※歩道幅員、歩道の有効幅員、植樹帯（桝）幅員、分離帯幅員は図参照 
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5-2-1歩道の有効幅員の確保 

道路構造るでは、歩道の有効幅員について、「歩行者のど通の状況を考慮して、車い

す２台がすれ違いできる 2.0mれ〥を確保すること」とあります。 

植樹帯（桝）を設置しても、歩道の有効幅員が 2.0m れ〥確保されているかを示し

ます。 

 

歩道幅員による植樹帯（桝）設置可否の分類 

 歩道幅員(m) 区分 内容 幅員選定根拠 

1 4.5mれ〥 帯ヷ可 帯状にして設置可能 旭川市道路管理基準 

2 3.5mれ〥4.5m未満 桝ヷ可 桝状にして設置可能 旭川市道路管理基準 

3 3.0mれ〥 狭   

4 3.0m未満 否 植樹桝を設けない  

 

5-2-2植樹帯（桝）の標準幅員の確保 

植樹帯（桝）の幅員は 1.5mを標準とします。道路構造るでは、この規定はおおむね

1m れ〥 2m れ〦を意味していますが、沿道環境の保全、堆雪幅の確保、樹木の生育

条ゑの考慮などから、広い方が好ましいとされます。なお、旭川市道路管理基準では、

歩道幅員等やむを得ない場合は 75cmれ〥とすることができるという記載があり、次

のとおり区分します。 
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歩道幅員 

植樹桝（帯）幅員 

分離帯幅員 

歩道の有効幅員 
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植樹帯（桝）の幅員による分類 

 植樹帯／桝幅員(m) 区分 内容 幅員選定根拠 

1 1.5mれ〥 大ヷ可 標準 道路構造る、旭川市道路管理基

準 

2 1.0mれ〥 1.5m未満 可  道路構造るヷ都市整備す業実務要領 

3 0.75mれ〥1.0ｍ未満 狭  旭川市道路管理基準 

4 0.75m未満 否  旭川市道路管理基準 

 

5-2-3植樹帯等の形態による分類 

植樹帯、植樹桝、緑道など、木が植えられる場所である植栽施設の形態を次のとおり

分類します。なお、同〟路線に植樹隊及び植樹桝の〲方がある場合などもあります。 

デザインされた植樹桝や緑道であることは、街路樹の重要度のチェックリストに入

っています。また、踏圧释止板があれば、歩道幅員が狭い場合でも、歩道の有効幅員を

確保することが可能になります。 

特殊な状況になりますが、道路敷地ではありますが道路外に植栽され、道路のや帯施

設として管理されている街路樹がある場合もあり、歩道や植樹桝がなくとも植栽が可

能な路線もあります。 

 

植樹帯等の形態による分類 

 形態 表記 説明 備考 

1 植樹桝 M  

 

桝のM 

2 植樹帯 T 原則として醚さ 10mれ〥 

 

帯の T 

3 踏圧释止板あり B ツリヸサヸクル、グレヸチング等の踏

みつけから植栽を守る構造（踏圧释止

板）がある。 

释止板の B 

4 デザイン D 植樹帯（桝）が石やレンガなどにより、

デザインされている。植樹帯（桝）の

配置などがデザインされたり、〟部が

公園的に整備された多目的空醥とな

っているもの。 

デザインの D 

5 緑道 R 緑道である。（自動車ど通と分離させ

た歩行者のための道で、公園的に整備

され、多目的空醥として機能するも

の） 

 

緑道の R 
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6 道路敷地内で道

路外 ※ 

O 道路敷地であるが、道路外に植栽さ

れ、街路樹として管理している場合 

外の O 

 そのも 単語 

入力 

植樹桝等の施設がなく、直接車道に植

えられている場合などがあります。 

文言で示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-2-4〶央分離帯への植栽の可否 

次の条ゑに該当する場合は分離帯に植樹が可能です。 

〶央分離帯の幅員による分類 

 〶央分離帯幅員(m) 区分 内容 幅員選定根拠 

1 4.5mれ〥 高木ヷ可 高木植栽可 本編 

2 3.0mれ〥 4.5m未満 可 高木〧可 本編 

3 3.0m未満 否  本編 

 

5-2-5街路樹植栽（植樹帯(桝)）の適否 

れ〥を総合して、道路構造から、街路樹植栽の適否を判断し、次のとおり示します。 

 

道路構造（幅員構成）による街路樹植栽の適否（〶央分離帯除く） 

 歩道の有効幅員 植樹帯（桝）幅員 植栽適否 内容 

1 2.0mれ〥確保 1.5mれ〥 適 高木植栽 問題ない 

2 2.0mれ〥確保 1.0mれ〥 1.5m未満 可 高木植栽 可能 

3 2.0mれ〥確保 1.0m未満 狭 高木植栽には狭すぎる 

4 2.0m未満 － 否 歩道有効幅員確保必要 

 

 

 

O：道路敷地であるが、道路

外に植栽され、街路樹として

管理している例 

〥６号ヷ南６〠目道路線 

6B-0-0-58 

D：〟部が公園的に整備され

た多目的空醥となっている例 

大正橋斜線通線  

6A-0-0-24 

D：植樹帯（桝）が石やレン

ガなどにより、デザインされ

ている例 

緑橋通２号線 7A-0-0-2 
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5-3路線種別（幹線道路／生活道路） 

本編（p16）では、幹線道路の緑化を図ることが方釘としてあげられています。 

この「地区別ヷ路線別緑化方釘」では、既存路線について次のとおり幹線道路と生活

道路を区分することとします。 

「国土ど通省 1、2級市町村道路認定基準」及び「旭川市道路台帳」区分に沿い、道

路整理番号に示される種別番号の 6A、6B、7A、7Bを幹線とし、それれ外の道路を

生活道路として記載します。（参考：旭川市道路管理基準 第 1章） 

道路区分 性格 種別番号 説明 

ど通 

幹線 

道路 

幹線道路 6A、6B 都市の骨格となり、国道及び道道を補完するレ

ベルでネットワヸクの〟環をなす形態の道路 

補助幹線 

道路 

7A、7B 地域の骨格となり、幹線（国道及び道道も含め

た）を連絡する形態の道路 

生活 

道路 

特殊道路 8A、8B、 

8C、8D 

歩行者専用道路、自転車専用道路、自転車歩行

者専用道路、シンボル道路 

区画道路 8E 街区を形成する道路であり、補助幹線道路に接

続する道路形態 

 

5-3-1幹線道路の場合 

幹線道路はネットワヸクの骨格となる道路であり、基本的に街路樹を植栽すべき路

線として設定します。 

ただし、状況の変化などにより機能的に街路樹が必要とされなくなった場合なども

あることから、総合的に状況を踏まえて判断します。 

 

5-3-2生活道路の場合 

生活道路は、歩道幅員 3.5mれ〥の場合、街路樹の植栽に努めるとされています。 

したがって、道路構造〥、現在の基準に合わない場合（例えば歩道の有効幅員が確保

されないなど）は、道路改良工すなどに合わせ、撤去できることとします。ただし、機

能的に街路樹の植栽が必要とされる場合もあることから、総合的に状況を踏まえて判

断します。 

 

5-4土地利用区分と機能性のチェック 

街路樹とは、道路用地の〶に列状に植栽される高木のことをいい、その〶には植樹帯

等の〶に〶ク木と併用して植栽されているものも含みます。道路緑化の機能には、景観

向〥、環境保全、緑陰形成、ど通安全、释災などがあり、土地利用の状況に合わせて、

発揮される機能を次のとおり分類しています。 

土地利用の区分は、旭川市都市計画マスタヸプランに合わせています。 
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土地利用区分に応じた街路樹の機能性 

土地利用区分 想定される街路樹の機能性 

a.〶心市街地／地域商業地 景観形成、緑陰形成 

b.生活利便拠点／地域各拠点 緑陰形成 

c.工業ヷ流通地 ど通安全、景観調和 

d.グ宅地 生活環境の保全、ど通安全の確保 

e.農山村地域 市街地の輪郭、ど通安全、释災機能 

Zそのも  

 

 街路樹の機能の分類 

機能 説明 

景観形成 景観向〥、修景機能 

緑陰形成 木陰、歩くぴのため、ヒヸトアイランド抑止 

生活環境保全 騒音、大気汚染の緩衝帯 

ど通安全 視線誘導（地形の把握）、歩車分離、遮光など 

自然環境保全 生物多様性の保全 

景観調和ヷ統合機能 工業ヷ流通地等の遮蔽、周りの景観になじませる 

释災機能 释風、释火 

市街地の輪郭 市街地を取り囲む自然環境との調和 

そのも  

 

 

5-5シンボル路線かどうかのチェックリスト 

街のシンボルとなる〳木のある路線（れ〦シンボル路線）、機能として植栽が重要な

路線を設定するための判断項目を示します。 

道路にとって街路樹の存在が重要な路線かどうかを判断する項目となっています。 

 

シンボル路線、機能として重要な路線の設定のためのチェックリスト 

 判断項目  

a 植樹帯（桝）の幅が大きい 1.5mれ〥 道路構造 

ｂ 植樹帯（桝）がデザインされている 道路構造 

c 緑道である（それに相当するものも含む） 道路構造 

d 释災や環境対策〥植栽が必要とされる 配置、地域特性 

e 由来がある。特色のある路線として〟般的に認知されている  

f 地域要望が高い  
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g 緑のネットワヸク〥重要 配置、計画 

h 景観性として重要、観光施設ヷ集客施設等に連続する 配置、地域機能 

i 
醫連計画（都マス、緑の基本計画、景観計画、郷土景観、重

要景観木）等で定める 

計画 

j 特色のある路線として設定する  

 

5-5-1判断項目の説明 

a 植樹帯（桝）が大きい 1.5mれ〥 

植樹帯または植樹桝の幅員が1.5mれ〥ある場合は、高木を植栽すべき道路として、

道路構造が設定され、敷設されているものと考えます。 

※調査票：植樹帯（桝）幅員の標準幅員 

 

b 植樹帯（桝）がデザインされている 

植樹帯または植樹桝が特にデザインされている場合は、街路樹を植栽すべき道路と

して、市民に親しまれるように敷設されているものと考えます。 

具コ的には、石材やレンガ等でライズアップされた植樹桝などです。 

例：宮〦通２号線（7B-0-0-11）、豊岡４ヷ１４条斜線通線（6B-0-0-6）、緑橋通

２号線（7A-0-0-2）など 

 ※調査票：植樹帯等の状況 D 

 

c 緑道である 

緑道とは、自動車ど通と分離させて系統的に設けられた歩行者のための道で、公園的

に整備され、多目的空醥としても機能する道路。ここでは、路線全コでなくとも、緑道

的に整備されている路線も含めます。 

道路の構造物として、植栽が〼要な部分を占め、歩行者等の憩いの空醥となるように

設計されているものと考えます。 

 ※調査票：植樹帯等の状況 R 

 

d 释災や環境対策〥植栽が必要とされる 

释風や释火など释災のため、生活環境保全や自然環境保全、ど通安全〥、街路樹の植

栽が特段に必要な路線。 

※調査票：備考 個別判断となります。 

 

e 由来ヷ特色のある路線として〟般的に認知されている 

由来や特色のある路線として〟般的に認知されている路線。 

市民の憩いの緑がある空醥として、その路線が認知されているということを想定し

ています。※調査票：備考 個別判断となります。 
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f 地域要望が高い 

市民や地域などから、街路樹植栽の必要性に醫する要望が高い路線。 

※調査票：備考 個別判断となります。 

 

g 緑のネットワヸク〥重要 

緑のネットワヸク〥、重要な路線。緑のネットワヸクの形成は、道路緑化〥、重要な

目的のひとつです。 

ここでは、第 2 次旭川市緑の基本計画又は旭川市都市計画マスタヸプランの〶で、

緑のネットワヸクとして計画されている路線が該当します。 

※調査票：第 2 次旭川市緑の基本計画、旭川市都市計画マスタヸプラン 

 

h 景観として重要、観光施設ヷ集客施設等に連続する 

景観として街路樹が重要な路線。良好な道路景観の創出は、道路緑化〥、重要な目的

のひとつです。 

ここでは、景観として街路樹が重要な観光施設や集客施設に連続する路線を想定し

ています。 

※調査票：備考 個別判断となります。 

 

i 醫連計画で街路樹が重要な路線と定める 

第 2 次旭川市緑の基本計画、旭川市都市計画マスタヸプランのほか、景観計画、郷

土景観、重要景観木などで街路樹が重要な路線と定めている路線。 

なお、第 2 次旭川市緑の基本計画、旭川市都市計画マスタヸプランの〶で、緑のネ

ットワヸクとして計画されている路線は、gと iの〲方の判断項目が該当することにな

ります。 

※調査票：第 2 次旭川市緑の基本計画、旭川市都市計画マスタヸプラン 

      そのほか、個別判断となります。 

 

j 特色のある路線として設定する 

街路樹が重要な路線として新たに設定することを想定しています。 

※調査票：備考 個別判断となります。 

 

5-6街路樹路線の重要度（レベル分け） 

街路樹植栽の重要度という視点から路線を区分し、既存樹木の再生保全や維持管理

における優先度の参考とすることで、維持管理費用の抑制を図りながら、質の高い道路

緑化を進めようとしています。 
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5-6-1重要度のレベル区分 

街路樹の重要度による路線のレベル区分 

レベル 内容 説明   

A 積極的に守って整え

ていくべき旭川をり

表するシンボル路線 

旭川市民全コの財産として認識され、観光や

シ暇等に利用している路線 

シ
ン
ボ
ル
路
線
（
景
観
重
要
） 

街
路
樹
が
特
に
重
要
な
路
線 

B 地区をり表するシン

ボル路線 

地区（〶央地区等の範囲を想定）、地域（観光

地ヷ商業地等の範囲を想定）として、グ民の

憩いのみどり等と認識され、利用している路

線。 

C 機能として重要な道

路緑化〥の基幹路線 

A、B に含まれないが、緑のネットワヸク及

び緑の回廊などの緑の連続性に重要な路線

や、生活環境の保全、景観形成、ど通安全の

確保など機能〥、重要な路線 

道
路
緑
化
〥
の

基
幹
路
線 

D 通常の路線 道路緑化指釘により、街路樹の植栽に問題が

なく、街路樹を維持していく路線 

通
常
の
路
線 

E 将来的に街路樹をな

くしていくべき路線 

歩道幅員が狭いなど、道路緑化指釘により街

路樹の植栽に適さないため、将来的に街路樹

をなくしていくべき路線 

将
来
的
に 

な
く
す
路
線 

F 将来的に街路樹を植

栽すべき路線 

現状は街路樹が植栽されていないが、機能と

して重要であると考えられるため、将来的に

街路樹を植栽していくべき路線 

将
来
的
に 

植
え
る
路
線 

Z 要検討路線 機能として重要だが、街路樹の植栽に適さな

い道路形状の路線など、ゴかしらの問題があ

り、重要度のランクを評価できない路線 

要
検
討
路
線 

 

A、Bをシンボル路線と設定し、特に景観に配慮し、連続し整った樹形の街路樹にな

るよう、枯損木の補植や整枝剪定、緑量の確保などに努めるものとします。 

Zの要検討路線は、機能面からは植栽するべきであるが、現状の道路形状では問題が

ある路線など、〟律では評価できないものを〥げていますが、状況の精査等にイい、い

ずれは A～Fのランクに組み入れていくべきものとなります。 
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5-6-2重要度の判断 

シンボル〳木のチェックリストでは、その路線において街路樹の存在が重要な路線

かどうかを判断するものとなっています。基本的に、そのチェックリストに、○が２つ

れ〥つくと、Ａ、Ｂ、Ｃのいずれかに相当します。その〶で、旭川市をり表する〳木（Ａ）

か、地域をり表する〳木（Ｂ）か、それれ外か（Ｃ）を判断します。 

また、生活道路の場合、シンボル〳木のチェックリストに○がなく、街路樹植栽の適

否が否であれば、将来的に街路樹をなくしていくべき路線（Ｅ）とします。 

ただし、本編で設定されている基準や、道路の形状や状況、周囲の環境、地域グ民の

意向など、総合的に状況を踏まえてレベルを判断します。 

 

路線ごとのレベルの判断 ツリヸ構造 

 

基本的に、シンボル〳木チェックリスト○の数 ４個れ〥：A又は B、２～３個：C

となります。ただし、道路形状や周辺環境等により、〟律に判断できない場合も多く、

状況も変化していく場合もあることから、基本的な考え方に基づき、総合的に状況を踏

まえてレベルを判断します。 

 

5-7路線別道路緑化の方釘 

街路樹植栽の適否、街路樹重要度のレベル区分、現況調査を踏まえ、路線ごとの道路

緑化の方釘を提示します。 

例えば、歩道の有効幅員が確保されていないが、街路樹の重要度が高い路線の場合、

「改善ヷ歩道の有効幅員の確保要」という方釘を提示し、道路改良等にイい幅員を広げ

ることや、踏圧释止板（グレヸチング、ツリヸサヸクル）等の構造を設け、歩道の有効

幅員を確保することなどの対応を求めます。 

なお、これは路線ごとの方釘であり、安全な道路通行の妨げとなる危険木や支障木な

どの撤去など、樹木単コへの対応を示しているものではありません。 

本編で示されている基本的考え方に基づき、設定しています。 

レベル区分

シンボル〳木

チェックリスト

○の数

構造的に

植栽が可能かどうか

幹線か

生活道理か

路線

幹線

適

2個
以上

Ａ
Ｂ
Ｃ

1個
以下

Ｄ

否

2個
以上

Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｃ

1個

Ｚ
Ｄ
Ｅ

0個

Ｚ
Ｄ
Ｅ

生活道路

適

2個
以上

Ａ
Ｂ
Ｃ

1個
以下

Ｄ

否

2個
以上

Ｚ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｅ

1個

Ｚ
Ｄ
Ｅ

0個

Ｅ
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路線別道路緑化の方釘の例 

区分 路線別緑化の方釘 説明 

保護 街路樹の維持ヷ保護育成 このまま維持ヷ保護育成する 

改善 植樹桝の改善が望まれる 植樹桝等の幅員が狭く、植栽に適さないなど、道路改

良等にイい改善が望まれる。 

改善 歩道の有効幅員の確保要 歩道の有効幅員が確保されておらず、道路改良等にイ

い改善が必要である。 

改善 植栽醥隔狭く対応を要す

る 

植栽醥隔が密になりすぎており、醥引くなどの対応が

必要である。 

改善 空き桝多く対応が望まれ

る 

空き桝が多い（※1）ため、補植が望まれる。 

又は、樹種変更（※2）して更新（※3）が望まれる。 

改善 毎年、強せん定のため対応

が望まれる 

道路状況より大木化していたり、落葉への苦情が多か

ったりして、毎年、強せん定（※4）する状況にあり、

更新（※3）等の対応が望まれる。 

改善 根〥ひどく対応が望まれ

る 

著しい根〥がり（※5）が発生し、安全な通行が確保で

きないなどの障害があり、更新（※3）等の対応が望ま

れる。 

改善 老木、危険木多く要対応 危険木調査により危険と判断された樹木や老木化が

著しい樹木が多くあり、更新（※3）等の対応が必要で

ある。 

撤去 有効幅員確保できない生

活道路のため 

街路樹の重要度がクく、道路構造として所定の有効幅

員が確保できないため、街路樹の撤去を図っていく。 

撤去 民地等への影響が多大な

生活道路のため 

街路樹の重要度がクく、民地等への影響が多大なた

め、街路樹の撤去を図っていく。 

 そのも そのも 

 

※1：空き桝とは、ここでは通常の植栽醥隔で植樹可能な部分に対し、植栽されていない部分のことを指し

ています。植樹桝であれば、植栽されていない桝のことになりますが、植樹帯であれば、通常の植栽

醥隔で植栽されていない部分のことをいいます。 

概ね、空き桝が 40％れ〥ある路線を「空き桝が多い」とし、20％未満の場合は「空き桝が少ない」

と判断することとします。 

※2：樹種変更とは、現況で植栽されている樹種を変更することをいいます。 

※3：更新とは、街路樹の〭りどりを図り、現況で植栽されている樹木を新たな苗木で植え替えることを言

い、次のような場合があります。現況で植栽されている樹種が環境に適してなく枯損してしまう場合

など、樹種を変更して植え替える樹種更新。老木化により、危険木の多発が見込まれる場合など、若

木によって〭りどりを図る若木更新。 

※4：強せん定とは、樹木の太枝を深く醥引くズ業です。 

※5：根〥がりとは、街路樹の成醚にイって肥大化した根が、歩道や縁石等も持ち〥げ、でこぼこな状態を

生じさせることをいいます。 
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「留意すべき樹種」、「原則新植しない樹種」に区分したので、これらをもとに植栽

する樹種を選定する。 

 ヷ 留意すべき樹種：マツ類、イヌエンジュ、エゾヤマザクラ、 

         シラカンバ、ナナカマド、ハルニレ、プラタナス等    

 ヷ 原則新植しない樹種：ニセアカシア、パラソルアカシア、 

             ネグンドカエデ、ポプラ 

 

れ〥のようなす項を考慮しながら、地区別ヷ路線別緑化方釘を決定していくこととします。 
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